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わゆる「有名制錐地」のtl｣には今なお，旧藩時代

、(。植栽の老齢遥林地が見られる。あるいは何百年の
迭林の沿革を持つとか，この杉林は銃に何代目のもので
あるとか，その輝かしい醗史は一面吾為林業人の誇,りで

もある。しかし，との昔ながらの有名林業地は吾国森林

の全休から見れば面稜的には微燕たるものであり，立地

的に特に優れた地域に限られて存在するものが多い。

人工造林地の面穣が急激に，しかも加速度的に増加し

て来たのは，何といっても明治中葉以降,．すなわち五，

六十年このかたのことである。例を国有林にとってみる

と比鮫的便利な地方であるが，大阪や高知の営林局管内

国有林の人工造林地は，それぞれの国有林全面積の過半

を占める状態になった。これに幼壮齢の赤径天然生林を

加えると，その面積は支配的なものとなる。これに反し

て古い天然生林といわれるものが，各経営区を単位とし
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て考えれば，既に皆無のものさえあり，奥地林噺嘘ブナ林，モミ，ツガ林の一部を残して，

あと二，三十年もすれば老齢天然生林も，あらかた伐りつくされるであろうd

きた民有林の多くを占めていた，伐採しては自然の雑木成立に放任し，何となく薪炭林
を期待していたようなものも迩賎盛んに針葉樹の人工遡休に変更されるようになった。

以上のことが科蝋現在の吾国森林のきわめて撒括的な現われであるとすれば，蓮い将

来を待たすして，大勢上は従来の採取的林諜訪§,育成的林業に移行する大転換期にあるもの

と見てよい。従つ先， これからの吾盈の林業が育成的林業の重要部分を占める青制止の諸

問題につ‘いて，従前にも増して真熱に検討が加えられなければならないことは当然である。

私はその二，三の課題をここに拾ってみることに赤る。

長:壁讓縫艤麓毒鷲簾蕊撚鰯篁艤篁?れつつ。
菰は現在，吉野林業を視察する機会には比較的恵まれている。その時よく聞く言葉の中

にr国式」ではどうだとか，「吉野Jではこうやっているとかいわれるものがある。「国

式｣はもちろん，国有林の取扱方を意味する､これは明確に,彼等力滝識する国有林業と
吉野林業との開の青林上の相逮を示したものと見て差支えない。皆伐と択伐，質と麓,単

純林と混交林,取扱の潔癖と粗雑，単位面稜当りの植栽本数の多寡，密立と粗立,適地に
対する取扱者の敏感性の相逢，等舞。その一つ一つを取り上げても興味多い問題であるが，

今はその余裕を持たない。しかし要約して「長い間の経験からする現実」と「理論｣，「近
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の考慮」との対立と視眼的なもの」と「長い将来までも でも考えてよいであろうか。

とは考えない， まだその非難の当現実的な行為が常に直に， 近視眼的なものと直結する

らない場合も.多いが，民間の有名林業地におけるものは，概して利潤の追求睡念なること

と，所有物への愛着，誇り等からして常識間砿立派さ遼具現したい気持は確にあると想像
さ恥る点はある。林業のよう､に地力を永続して最高度に発揮させたけ恥ぱならないもので

は一考を要するものがありはしないだろうか。 これに対して国有林においては，吾国林業

として， 当初からこれと変った新しい出発があった。古くからの民有林業のように主とし

て経験のみがその取扱の根幹をなすものに対して，欧洲， ことにドイツ，その後において

はスイス，北欧等からの輸入林業技術に大きく影響されたことは否定出来蔵い° これもよ

、

'筆者・大阪営林局長
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い。 しかしその中には，決定的な結論と普遡性をもったものばかりとは速断出来ないものも多

分にある。彼等の林業との間には梱鋤6誤なること，自然環境の相違，事業の集約度の懸隔，

等に対する考慮が払われなかった点もある轡である。従って州発以来，改善というよりは，一

度実行さ”たものが再礎修正されなければならなかったものが多だあつ灌ことは反省に値する。

要難産多懸簑臺襄鑿奮麓塞鑑鑪蹴辮篁離蝋篝鰹駄
ぱならないと同艤に， それにも増して国有荊錐の中に現実を無視したような観念論的なものが

何時までも強く作用することは厳に誠烹しめなければならないと思うのである。

次に，前述もしたように吾国洞錐が全休として育成的林業に移り変って来た場合に必然的に
辿ることは，既往の人工造林木を収磯して，その瑚雌にまた人工治休を進めて行くことである。

現在既に相当面積のものが毎年行われている。

大面稜に及ぶ銃往人工遊休の生育過程と，古くからめ料誰地で何代も人工逵林を繰り返され
た場合の紬果との両者からして，ことに大きく取り上げら虹なければならない問題が二つある。

その一つは林木育種"問題，すなわち避業， 園芸等では常に重要事項となっている優良品種
の採用であり，他の-獣つは地力維持乃至は増進の問題である。

林木育種について，従来全くこれに老慰が払われなかったということではない。識背は常に，
その警鐘を打ち鳴らしていた。 また地方的にはこれに強い関心を寄せた実行家もいた。漠然と
はLjていたがこれに対する中央の政策もあった。 しかしこの種の事柄は他との蝿交において，
良否の差別意識が充分でない場合には，実行者の全般に切実に，その重要性を感受さすことは容
易でない、雑葉の様に生産に長期を要するものにおいてはことにそうであるが，反面一度植栽

されたものは簡単に変更を許されないだけに,植栽当初に厳密な検討が1Iえられなけ恥ぱならな
い。次の時代への植栽に間遠があってはならない。それかあら砲か育種問題への関心籾暁も近
年きわめて識烈となってきた。誠に結朧なことであるが， その方針を誤まらないことと，全般

的に強力な実行を実際の林業面に浸透させなければ従来と同様単なる研究に経るおそれが無い
ともいえない。 ･

林織撤暁競苧轆瀧鮒繍鰯嚇無吟灘壷欝
期間の移り変りであるために判然とはしない点はあるが， と恥についても－，二の例を挙げる

懸麓蹴雰W撫舞繍淫の繍潔鱒蝋F驚織穂総
本数を減震る等の姻置を識じていても悩の極は消えないようである。 土l雌のきわめて良好であ
るといおれる吉野彬織勝においても，徐共にではあるがかつての杉林の一部が， 土地に対し
て要求度の低い楠に裂錘されつつある。 この種のこんな事例はあえて， この両審の林鑓池にお
いて聞くだけのことではない。何代も造林を繰返したところの一般の事柄である。外国にもあ

る。 ドイツのターラント大学の淡憩林では顕蕃にこの続梁があらわれており， なおそれに加え

て，他に変るべき造林樹種が見当らないだけに苦悩の鍵も強いようであった。
これも全雛的にみて，吾盈の人工造林が二代目に移らんとしつつある現在，果して誰に初代

と同様の成長量が次代に期待出来るといい切れるであろうか。

林地の地力維持については．，かつての民間有名林蕊艸1M刀ように単純林による林地酷使も犬き
い問題として残るが， それと同時に近時，量的の般多収碓を強調し過ぎて，伐期を低下さす考
えも一つの検討事項ともなろう。

私鍵鰯臺嘉に驚霧蔑篝餓撫騨三撫逢営職や｡少駄
机上の論から脱して現地に学ばなければならない。再度， いうが観念論が遥られ，それが実行
されるとと力殿も危険なことである。

い

『■
《
》

国
』

’、

‐P

再
…

ー

一一-.2 .-----.

、



L

林木育種への展望
1

=一一一一・一一佐藤敬二
（29．2．25受理）

だからといって，私は林木育種は現状の･霞まで満足『す

べきものだとか，日本の林木育匿瀦屋ｵ'Lていないという

のでは毫もないことを,ここではっきり断っておきたい。

世界の林木育種の悩勢は前に拙著「今日の林木育種」

の中で惑這でおいたから，ここに繰り返えすことはしな
いが，第二次世界繩R後の林業界において各国がいかに

この仕事に熱を入れつつあるかは注目に値するもの力遥

る。 ●

アメリカにはカリフォルニヤ州プレーサーウィルに

国立林木育種研究所があるほか，マサチュセッツのアー

ノルドアーポレタムや，ペンシルバニヤの北東林業試験

場，ノースカロライナの南東林業試験場などで盛んに研

究力薙められており，スエーデンでは，スニーデンホ妹

育種協会,実地森林改良学会,林業研究所森林遺伝部な‘

どが活ばつな研究活動と実際の林木改良事業とを推進し

つつある。

ドイツには，シニマ戸レンベックに林材業岡焼所森林

遺伝及ひ淋木育種部があり，またミュンヘンに林木種子

検査並びに林木育種研究所があって，研究勃謹められて

いる。

ノールウェーでは，ノールウェー林業研究所やノール

ウェー農科大学で，ソ連では応用植物研究所で，林木育

種の研究が行2つｵﾇ,ている。

スイスには澗錐研究所遺伝部があり，デンマークには

デンマーク林木育緬擁所がある。またベルギーには鑑

プラ栽植研究所，イタリーにはポプラ育種及び溌直研究

所が設置されている。なおイタリーの造赫試験場や，フ

ランスの椎鋤園,オランダの応開研究のための剃蒙研究
所，オーストリヤの方嶬研究所，カナダの*…“#な

どに鐙いても，ホ仁k青磁研究がとり上げられている。

日本では*鐸”場や各地の大学でこの方面の研究が

行われたほかに，民間の実地家の手で育種毒ガ罐過ら

れたが,ﾛ捧林総協のお骨祷りで称木育種協会が生ｵ1,,
研究者の連終がとれるようになっていることは，衆知の

とお･りである。

韓雪にも最近水原幾歳吠学に林木育種実験所が設立さ

れて，大いに刷究を進展させようとしている。

今では「癖遺伝及〔)淋木育種難艤誌」という世界的な

専f課艤誌も刊行されていて，林木育種の研究が世界間銀

模において連絡推進せしめられるようになって，一つの

偽‘-.-面一＝一 r五冨正･''.‘画塾一旬一一一一一扇ﾏ･“, 画'､甲四･･･'－．－－心 昼『一一，"＝＝当一一一 ″ﾎﾏ三…配軍弄焉_弓._愚ﾆｰ弓

林木育種の進歩

人は，林木育種は非常に遅散,ているという。それは，

しかしながら，林木育種を更に一層飛躍的に発展さぜる

ための激励の議朱に受寂る場合においてだけ妥当するこ

とであって，事実に拳いては必ずしも還れているとはい

えないと，私は思っている。

なるほど，農作物の育種は大変発達している，家畜や

家禽の品種改良は驚異に値する，家蚕の改良にも賞さん

すべきものがあるのは事実であり，これらと林木の育種

と左くらべた場合に非常な差があることは，揃人も否定

するわけにはいかないだろう。

・けれども，それらを相対的進歩の程度からみた場合に

は事情は全く異なってくるのである。農作物や家畜や家
蚕の育甑が，まだそれらと同じ種類（多少質は劣ってい

るとしても）の野生品が沢山にそこらに転っていて，人

は，もし欲すれば，単な湯桑集菱だけで容易に手に久れ

ることが出来る罐代に，始あられたものであるかどうか

には疑問がある。農作物の原種には，今日では地球上の

あちこち窟大騒ぎして深さなければならない程に，絶え

果てているものが少くない6牛や羊や豚なども，今歪は

行って連れて来さえすれば間に合5ような野生のもの

は，.どこにも見出されないようである。野生品がなくな

ってから，人が増殖の必要に迫られ"G農耕をはじめてか
ら既に少くとも二千年以上を経過しているのではあるま

いか。農業や牧畜や壷蚕などの方面における育種の進歩

は，このような背景と永い歳月との基盤の上に立ってい

るもので，野生品が誉だ沢山にあった時代にどの程度の

進歩を示していたか， それは別問題である。林木の育

種では，これらとは全く事楕を異にすることが何人によ

っても認められるであろう。世界の森桃資源として目ぼ

しいものは，多く天然林か，さもなければ天然生林であ

鵜。日本の森休蓄債50数億石の中にも，非職に多くの

天然物が含まれていることは事実である。林木育種は，

こんにち，このように乗集費だけで天然物がいくらでも

（と言つとは語蝉軽るが，非常に多く）採って来れる

という時代背景の下で，行われ且』っ推し進められている

ことを考慮にｽt,る1醗蒟§ある。そ5なると，旅iく育種

は遮れているどころか,千年か＝弓f年位他よりも進んで

いるともいえることになる。
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佐態：林木育種への展望

や立地の範囲についても,個餐の鳧体釣な瑳合ごと腱試
験によって定めるほかはないのである。何となれば，現

実の林木に熱つれている特性は，それ』が人間にとって好

ましいものであっても，好ましくないものであっても，

すべてその環境との合作物であって，環境と独立に成り

立つだ林木の特性というようなものはナンセンス以外の

何もの遁もないからである夕このことは育種家が，いか

に強く念頭においていてもおき過ぎることはないもので

ある。林木の特性を，品種を，焼物の茶碗や鉄製のペン

先のように考えるようでは，まだ生紘学の何ものか澱測

っていない人であって，共に育種を語るに躍らないので

ある。よろしく人ほ，先ず紡裡変異の真の意味を理解

し』そして遺伝し得る変異といえども』その具体麟観わ

れそのものは，必ず環境に支えられたものであることを

忘れてはならない。生は永遠の流腫のすがたであって，

決して恒常のすがたではない。生物は常に変異ずるもの

であFって，決して無変化毛はあり得ない。無変化のよう

に見えるのほ，見る八の眼識不足か,変化｡比較的小さ

い場合ということに帰蒲する問題色ある。

林木育種の実用面では常に増殖手段が大切な問題とな

るき､折角骨折って選陵した優秀木があっても，これ壷正

しく（実用範囲で許容さるべき変異の幅で)増殖する方

法がなければ，実用上は意味がないことになり，また苦

心して創成した理想的林木ｶﾐあっても，これをある規模

で増殖し得る方法ガ熱られなければ，その釆堀価値は低

いことになる。従って，新じい品種の価値の中には，当

然その増殖方法の難易という点も含まるべき要素となる

ものである。

‐林木育種の理論的基礎として興味ある問題は，「集団

遥伝学」の問題である。林木は大面穣に自然状態で開放

露が行われ，且つその寿命も長くて年々多量の種子を

生産するので，研究材料として面白いと思わされる。最

近は林木の変異の考え方の中にも，喋団相互間の変異」

というような概念力辮ち込まれてきた。

選抜による育種

従来から行われている種子配給区域の設定や母樹林及

淡母樹指定などは，広い意味の選抜育種の力､テゴリーに

はスるのである。と言って言過ぎならば，理論として同

じ考え方の上に立つものと言えよう。最近スエーデンで

や哲壼しく言謝つれるエリ－1、選抜注も，実は1932年に

ダンチッヒのニコライ氏が主張した"Azlxegungenzur

IndividUalundRassenzucht'' と同じ考え方である。

筆者もずつど以前にそのことについて触れており（昭和

9年,泳木の変異,品種並品種改良62頁),･If謹樹J
とい5訳語はそのとき脾与えたもので，同時にツシママ

ツの精英樹の選定を試みて，これを写真によって示して

独立した研究部門たるの面目をそなえつつある。 ，

林木育種の課題

林木育種の目標は言う童でもなぐ，剃第隆営の経済効

果を向上さぜ‘るために,その増殖材料たる赫木を燭吋
ることにある。そしてその健化の梗低となるもの'は，自

然界に鋸ける生物の不均一性，すな鯰ち腰異」の事実

である。もし林木の捜腫内に変異の事実がないならば，

鰯もの手がかりは見出巷ないことになる。個体間に見ら

るる変異こそば実に林木育種の出発点となるのである。

林木の個体間に見らるる変異は,形態的漁のである
こともあり，生理生態的なものであることもあるが，い

ずれにしても，三Fつの要因によってひき起さるるもの途

ある。その第一は窒境によしってひき起さるるもの，第二
、

は遺伝子の麹睦るいは或簸灘二よるもの，第三は突然変

異腰よるものである。そしてずべての変異は，これを二

大別して,次代に持ち越し得る変異と，一代限りのもの

とに分けることができる。

凡そ林木育種には，現在ある鍵異のうち人間の理想に

より近い墾異な現おす林木を選び抜いて，これを増殖す

る仕頚の面と，また,入間の雲霞に合致した特性をもつ

林木を新しく飾営して，これを鐵直するfi類の面との，

二寺の面がある。前者を人は錘育種と呼び,後者を創

成育種と呼んでし>る°
そして,運溺嶽重の仕寧は,次のよ5なプログラムに

従って取り運ばれることになる。すなわち， ユ）現存す

るｵ鰄<の中から，我埒の要求す-る条件によりよく適した

り割生を現わしているものを選出すること， 2）その選出

されたものの具えている繍生ｶﾐ,次代に持ち越されるか

どうかを試すこと， 3）もし次代に持ち越されるとする

と，それはいがなる地域内Iこ語いて詮で可能である噂奄

確かめること， 4）またその織生を正しく維持さ登るた

めには，いかなるj読手段詮擁るべきかを知ることJで

ある。

また創成育麓の佳事は， 1)いかにすｵしば我為の理想

とする幟生をもった棒kをつくり蟹ずことができるか，

2）そのような繍生をもったｵ緬くはいかなる地域にまで

持ち込み縄らるるか,3)またその特性な正しく維侍せし

めながら，多鑓に増殖す嶌るたあにはいかなる方法を採る

べきか,などの課題にこたえることに存すると言えよう。

選抜育種の場合と創成育種の場合との別を問わず』凡

そ渦木育種においては，獄木の間には次代に持ち越し得

る変異が存在するものであり，また我鳧はそれ左認識す

ることが出来るということを詑提としている。しかし，

このことは,個禽の具熱狗な績鱈,個毎の具体的た変異
については，一つ一弾つ実験や識直によって確かめていく

以外に仕方がなく，また，その裂蘂を維持せしめる条件

等

9
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佐藤：林木育種への展望

おいた（同書63頁)。

日本の種子配給区域やドイツの品種地域の決定は，一

応瘤子産地試験」という大まかなプロヂニニーテスト

によって得られた法則の演釈によって成立したものであ

る｡すなわち,一樹種の林木種子は等鮒値であるとして
いた原始的な考え方に対して,一耐の制限を加え,産地

の開きによる不等価値性を証明して,これを実地造林上
に持ち込んだものである6言い換えると選択効果を，ず

なわち選抜の価値を，人功翻議して，造林の経済効果向

上の上に採り入れたものとみることが出来よう。全体の

分布区域(種子採集覗昌の全地域)の中からの縦地域
の選抜であると見なされる。こ沁力…の第邑段階であ

った。しがし，ここに見られる配給地域の具体的限界づ

げは，多分に想像的，人為的，_壁つ便宜的（行政的）な

部分を含んでいた。そのことは，この方法の覆うべくも

ない欠点だと指摘されてよろしかろう。がとも角も，こ

れは集団選抜法の一つの特別なケースであると考えてし

かるべきものであろう。

次は母樹林である。日本の母樹林は恒久母樹林，卿定

母樹林,候補母樹林,原種母樹林の4種類(母樹につい
ても同鯛に分叶'られ,恒久母樹林は,適当な保謹管理
のもとに育成せられ，母樹として理想的な樹形，形質を

具えた林木から総成せられ，長期にわたって相当獄の種

子採賦を続け得るものj暫定母樹林は，一般の林分で遺

伝的素質力吋ぐれており，暫定的に鍾子の不足を補3た

め，母樹林として準用できるものァ候補母樹林とは，現

在は幼令で結実を見ないが,優良な轟種系統または良好

な遺伝的素質をもっている樹木がら構成せられている林

分で将来母樹林とするに足るもの，原種母樹林とは，林

木の品種改良のもとで出来るよう底，固定した僅良な遺

伝的形質左もち，しかもその種子が交配によって悪化す

る心配のないような環境条件を具えた林分である，と説

明されている。ところが』科学的証明によって蕊づけさ

れた，このような母樹林が具体的に日本のどこかにあっ

た鐙あろうか。説明臆童こ‘とに立派だが，個念の林分に

ついて完全なプロジェニーテストの行われた，このよう

な母樹林が存在しておったことは，寡聞にして聞いたこ

とがないのを遡閣とする。多分ﾓﾆ直観力推定の璽吻であ。
って，科学白嶺正明は残された問題であった。特握母樹の

場合挺ほ，危険度は－囑高いといおなければならぬ。

集団選抜法の狙ﾙ､に則ったこの母鐵林に対じて，私は

一応理想的母樹林設定までの暫定措置として，窒晨股，

形質ともI屋癖な*燭を探し求めて，これを暫定母樹林

すなわちプラス林分としておき，附近から鋤譲休ないし

劣悪木蓮駆逐し，そのプラス筋吟から採腫してプロジェ

ニーテストを行い，その縫震によって，これを正式の母

樹林に指定する方法を採れば，一層合理性が高まると考

える。プラス林分内鰯蒋別な母樹若干だけを採種用に供

する場合にも同様な手続きをとることが必要種ある。

しかし，集団選抜法では，選抜効果は実生法によって

も,挿木法によっても,その改良が能率的に進意ないこと

は，一般に知らるる通,りである。けれども増殖のスピー

ドと容易さの点では実用上の価値を保有するであろう。

最後は母樹選定と合理的母樹林造成である。日本のス

ギ，ヒノキ，ヒパでは，プラス林求す-なわち織薩形質
と生長力とを具えた樹木を探し求めて，これから挿穂を

採って挿木増殖を行い，プ戸ジェニーテストによって次

代への継承価値を見きわめ，それを糖英親木として用い

れば，クローンの創造力輔待できる。この場合，伐翔に

なるべく近い高令木で生長力や形質の最識勺結果の現わ

れつくしている時代のものを選ぶこと力雲霞しいので，

高令木の挿木についての研究が不可欠であり，また相異

なった採穂部分や各立地における「ラメットjの生育テ

ストも必要である。カラマツ，マツ類その他主要林水の

挿木研究はこの意珠で重要である。

種子による場合には，今すぐは，開放授粉による上述

の母樹林と同様な手続きによる精爽母樹の選定より致し

かたないであろうが，今後は，制限授粉あるいは特定交

配をやって，そのプロジェニ戸テスドを行い，それと同

じような授粉の可能なよう庵理想的な母樹林を接木によ
って仕立てるように進みたいものである。そこk二接木法

力赫ボ率上の一つの武器として新しく識謝してくるこ
とになる。もちろん，制限授粉あるいは特定羨郵には和

合性の問題がつきまとうこととなり，自殖による11の

研究もまた同時に併卦うせ行わるべき問題となる。

個体選抜の場合にも，健来は母樹としてプロジェニー

テストの行われたものは，ほとんどわが国にはなかった

が，この;ごろスギのク戸一ソでは霊通や天心，日本晴な

どが知られ，ストレーンでは黒松26号が知らるるに至

った。ちなみに〃一二外国の爽験例を示すと，ミンクラ

ー氏が戸プ戸リー松で行ったところによると,良い“

の種子と悪,､醸籔の種子とによるプロジェニーテストの

綣果は，5年生の次代幼樹でしらべた場合，母樹の異な

るごとに涜葛は生蓉96％，平均樹高8．3フィートで

あったのに,最低は生存率53％，平均櫛笥5．4ブイ言

卜に過ぎながった．またセリ一氏の実験笹は』モンテリ

ー松14本のf弱賛の7年生の次幟樹1ごついて謡鱈した

ところ，生長旺盛，4枝,節小，通直群，鋤遥狭小な優

秀なﾕ＊の母樹から生もたプロジェニーは， 89％が小

枝，91％が節小，96％力魎直幹，47％が樹冠狭小Fで

あり，他の生長迅速，小枝，節間長,‘郷曲幹，樹冠広大

な1本の母樹のプロジェニ戸では73％がｲ､枝，37％が
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佐藤：林木育種への展望

節間長,72％が湾曲幹,．55％が樹冠広大であった。

－≦つの地域で睡秀性を示すことのわかった品鐵ま，ク

戸戸ンでもストレーン･置も，必ずその応用の範囲を確か

めるため，他の地域における植栽試験に持ち込薫れるこ

と力鑿ましい。

創成育種

交雑法ど人為突然変異法と力殿も多く試みられた。交

雑法のなかには雑種強勢の利用と，遺伝的特性の再結合

と力署まれる。

人為突然変異の溌発はコルヒチン,X線，中姓子,超
音波などの処理によって減みられたが，林木では今まで

のところ，原理の研究材料としてはともかくとしだ，実

職拘に価値の高い突然蕊異体をつくり出すことには，あ

室り成功していない。この事悩はひとりわが国だけでな

く，外扇においても同様であると言える。

交雑法は, Iﾖ本においては主としてその基職燃〃究，

たとえば,開櫛吉爽促進,穂紛の採集貯蔵及び鬚芽,交

‘配技術,交雑能力,交雑闘子P取扱などについての研究
急嘩備されたに止り，本緒的な雑麓強勢や遥伝的特性の

再結合による新品穂の創成の誠には到達していないよう

である。しかし，外国ではこの後者の領域に，たとえ実

用的規模の段階には未だしの感はあるにしても，到達し

ている実例があちこちに見られるのである。その進歩の

ひらき茜招いたものは,恐？く研究設備と経菱の差であ
ろうと推測される。この方面の仕零になると，多額の経

費と立派な設備と広大な圃場や植栽地と左持つものには
逆立ちしても追いつけないのは事実である。

世界的に最も進んだマツ属の交雑育霞で有名なアメリ

カの国立林木育種研究所では，広大な設備と共に，ほと

んど全世界のマツを含んだ“穂の種類が43haの用地

に育てられていて，自由自在な交配が出来るようになっ
ている。

またスエ戸デンでは，林木育穂の仕事に1950年の実

績で約'00万ドﾙの大金が投ぜられ,スエーデン抹衣育
種f絵の予算だけでも凡そ10万ドルに達すると報砦さ
れている。

さて，交弗錆噸の実例としては,ﾏﾂ風ポブﾙｽ属
に関するものが顕著である。

プレ←-サーケィルの林木育種"暁所では，マツの蚕雛

によって得られた憾番な品種をたく評にもっている。
たとえば，ロッジポール松とジャック綴とを塗離してで

きた新品蕊は,ﾛﾂヅポｰﾙ松の2倍位成長力轆い｡モ
ンテリー松は成長のはやい性質をもっているが，これと

竿害に強いノプコーン松とを交雑して，旱害に強くて，

成長のはやい品種誼つくることに胸塑1している。この品

認ま22年生で樹高が21mにも達する。鑛ンデ画ザ樫

とラティブォリヤ松との交雑種は，すみやかに根灌延ぱ

杉,ついで根系を拡張して,肥大成長でも上長成長でも，

母親なるポンデロザ松と比較にならぬほどの速さをあら

わす。この交雑種は，ユ年生で幹はまだわずか漣数cm

に過ぎないときた,その根は9Jcmも地中深く延びて，

まずどん噂旱害にあっても大丈夫だとい牙つれる。
育種学者たちは，こうしてう震れる交雑種に注意漂い

選抜を加えて，害虫や病菌に対して抵抗力のある品種を

もつくり出している。ゾウムシがマツの幼樹を枯らすこ

とは，アメリカでも非常に多く，ラッセン国有林の造林

地では15年生の植林地の95％がこの虫にやられた。

しかし，ジェブリー松とクルター松との戻し交雑種

は，この害虫に抵抗力をもち，その上に材鐵まで向上き

れた。

1926年プレーサーウイルに胴暁所が開設されて以来，

ここで交雑されたマツの組合せは230通り電，そのうち

46種の壷雑置だけが，いまなお生存しつづけて論り，

1940年代に交維でつくり出された新品種は，マツ風だ

けで12種に上っている。マツ属の交雑にも雑種強勢の

現象をはっきりと現ｵづすものが少<なく，その両親とな

った樹種のうちの強大なものと比べても，幼時の樹高は

2倍，胸高置屋は3倍となっているような例は珍らし､く

ないのである。

しかし病虫害に強く庇長のはやいことは，育種林木の

↓震んの一鏑冨にゴｰぎない。用材としての使用には，節の

無い木材が蕊とされることが多い。このため爬棯誘沐に

核が少な府れぱ少いほどよいということになる。プレー

サーヴイルにはほとんど枝がないといえるほどの識封が

畿蕊霊もつくり出されている。ガナリヤ島産のあるマツ

の品種は，横へほ1本の枝もはらずに，1本の柱のよう

な桟癖を突き立て，3年間に鞭0cmの高さに成長して
いるという、

マサチュセッツのアーノルドアーポレタムでは，ポプ

ラやマツの謡龍育種,主としてその網薗強勢の利用力珊

究されている。最も著しい雑種弦勢を現わさしめるに、

は,熱kとしてポプル孟遥はマキシモウイッチ，デルト

イデス，､コレアーナ，トリコカルパ，ニグラなどの種，

,及び天燕雑種ゼネロザ,ベロリネンシス，ロブ.スタなど
を職､た場合であり，マツ属ではストロブスとモンティ

コラ』スト戸ブスとグリフイシーと詮かけ合わせた場合

である.という。ストロブスとヒメコマツを交雑した通

は，ヒメコマヅに似て，生育も材質もよろしくないが，
蕊になると分離して，佃砿のある材や病虫害に“性

のあるもの力輻られる°またここで得られた日永ニレと

アメリカニレの識罐の中には，ニレの葉虫やオラン〆

（13頁下錘へ）
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造林に関する新しい器具機械 客 呂

坂口勝美
ー

(29．‘3．20受理〕

(ミレー作・おちぽひろい）

林繍灘雪繍k難藤鰯を
題して執筆方な俵頼された。しかし，私は機械に関する

聯門家でもなし，また造林に関する器具機械というよ弓

な広範な出題にお答えできる材料のもちあわ廷もないの

で固くお断りした次第であるが,たって執筆方の要請が

あり，松川理事長から書面の依頼をうけた。そこで，巨

象の別の部分を3人の盲人がなでて，それそｵ唾穏点判

断詮するような,淀とえのと鐺り，物の一端し力判断で

きないことを前提として責をふさぐ．こととしたことを，

あらかじめおことわりして齢きたい。

とわいえ，筆者はかねてから造林事業の機披化f二つ
〃

いて，どういぅ道を採るべきかということに，かれが2ｺ

疑問をもっていた。というのは林産力ip畠や称産製造の部
門では，物理化学的拠鯉や機械化が，ぞの進歩の根底を

なしている。また伐木運制爾でも，その技術と生産費の

低下はすべて器具機械の進歩によっているとみても過言

ではない。この面は昔と今では隔世の観があ･石。しかし

林業部門は，明治・大正・昭和と時代をさかのぼっても

一向に変りぱえがしないと，ロパタの談話でよくいわれ

る。こ縦は，森林の育成が擬的には隔世の進歩を示して

いるにかかわらず，その捷砿の外形的織相に大きな変化

力温られないためであると私は考える。

こんな面からも林業がどれ位機械化できるかの貝透し

を検尉してみたい。そもそも，無生物を対象とする工業

的瀧業においてば，生産遊高度に機械し，機械が物を生

産して，人がその溌綾につかわれているという猿報を呈

するものが少くない。これに比べて造剃郡門で(銅象が

生物で，この坐物をはく．くむには，どこ笈でも人が機賊

をつかうのでなければ成功しないという前提腫たつこと

が，前者ど本錘勺相違のある点を認めなげｵL,ばならな

い。まえがきは，こｵし位にして本文にうつろう。

一口

I .造林事業の機械化の問題点

1．磯城力によるか人力によるか

この問題には，まず正反対の2つのケースがあげられ

る。

例の1 ．農村文化の向上をはかる生産の機稜化
旧来の農山村の経営は，もっぱら肉体労働に依存L,，

特に農家の主婦はノラ仕事と家蕊育成に酷いまわされ重

労働を余儀なくせられている。報われる点は働き者の嫁

だということで満足させられている。しかし，労働に鐙

いまくられていては，到底技術の進歩も文化の水準もあ

がらない。農業方面の研究をみると，これを打開する道

は，つぎの2つに帰するようである。第1は，農山村の

経営を分析して佳事の能率詮高めるよ5に,農家の喜業

分担を定めること。第2は，機械によって能率をj蕎鐵－

場ことである。このためには機械によっては共同で購入

し,組織だった修理機構を考え,無駄を省くという点に

努力しなければ成功しないようである。

例のZ.機械化をはばむ震村の人口過剰

1月13日付の朝属新聞は，現地にみる日本経済の表

傭と題して，藤原記者によって，農村の人口過剰茜麹

化證はばむ実状を報じている。この記事は各地の楕況を

詳しく報じているが綴ここにその一部を癖してみよう。

某繋の一例をあげると，地味がやせ，台風のこない年

でも米の反あたり収量は多くの期待がもてないのに，24

万戸の農家があって，その半数以下は5反以下の零細農

家である。500人以上の工場は采下に製材工場がただ一

つであるということである。しかるに，その采はいちじ

るしく人口過剰で，県外への進出が多く，果内の労賃は

農繁期の日雇ですら，きわめて低いという。こうなると
軸

経済的には，余程能率のあがる機械でも，人力にたちうT

ちできなくなる。 ‐

過剰人口が農村以外にむけられている例としては，宮

す

､

一
」

ー

'

鑑譜・林業試験場造剃調長

－7－
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浜口：造林に関する新し_い器具機械

崎果における篭源開発，和歌山県に剣ざける水害復旧‘ま

た島根隈をはじめ山赫のおおい地方では木炭の生産に堂

わされているという。こうなると林業も人口過剰の解決

の一翼蓮になうこととなる。

以上の2つのか－スは全く相反する方向を示すもので

あるが，国全体としては，物の生産が高護るよう，指導

著の万全の行政麹期待したい。ともあれ，すべての潅業

は経済の到寸けによって険立#ずるの趣耀械化によって
生み淀された余力は，更に一層の生産に向けられるよう

研究されたいものである。例患ば，こうﾙ､う機械化の余

力が，農村の4箪匡業にむけられるとか，また北海道では

,酪農にむけられたという例もきいている。

つぎに，造鯛喋の棲賊化をまた別の面から祷討して

みよう。アメリカの旅業部門に関する文献をみると高度

に標賊化している。これは，濯轌の単位がきわめて大き

いこと，労賃力璃く，生活水準の高いこと，および日本

人のように手足ガ電ようでないというようなことに起因

していると思われる。 このことは日本にあっても同操

で,林業苗畑は季節によって銭働力の制約麸弓砿苗畑
の経営単位は，このため一定の限度がある。この限度を‘

こすにはどうしても機械化を考えなければな･らない。す

なわち苗畑は霧期まきつけ,床がえ，山出の事業が季節

のそくばくをうけて集中し，北にゆく程その期間力蛎い

ので，到底山村部落だけの労力ではまかなえきれない。

まだ苗畑附近に家族舎をたてても年間労働からみて自ら

限度力淀てくるからである。 曲．

また植栽，保育等の仕事は，農閑期ガ痢用できるかの

如く，よくいわれるばあいがあるが，実際実務にたずさ

わつでみると，農家の裏山程慶ならばともかく，大面額

経営の林業労力は農繁期と蕊つかることが少くない。こ

の点からも造林事業の機披化茜窪ましいが，それにもか

かわらず，これの困難なことは項を改めて後述する。と

もあれ下刈と力遮切と”皆林の重要な保宥雲業ガ殺諜の

田の草坂り等と綴つかるので,筆者は，この点遥は農業
綴営を機械化龍たは薬剤処理によることによって生みだ

される労力を赫業に向けることを提案した喉。

2．合同的な林業器具樹戒の改良と考案

従来盤林誰は長い伝統に立脚して，祖父から父へ，父

蕊義霊屋撚鶏重震麓驫
行政によって，研究一試験一技術化一著及の一連の系統

が確立し，農村の生産銭術向上が翻せられるようになっ

た。しかし，器具は個人のクセやナレがあって，余程能

､鑿のよいものでない限り,なかな力薪し<操用されない
ものである。このぱあい特に吟味しなければならない点

は，器具を使用する対象物の組達と個人の体力の相違左

因子として充分検討しなければならないことである。

アメリカで推奨されている器具機械でも，それを日本

に輸入して必Pずしも高能率を発揮しないのは，この点に

もある。第一日本人は手さき力琲常に器用であり，生活

環境から足のヒザヤコシ蓮長時間まげた姿勢で仕事に耐

えられるので，この性絡が器具にもあらわれている。一

例をあげると1951年訪日ざ油た米国の森林官F.M｡コ
シツト氏の勧告にある床がえ用溝付器（写真1）は，よ

9

ほど改良詮加えぬ限り

い･堆肥をいれた一隅唾

寵使えな，そのま叢では日本で｜

殿付器で植穴をあける器で植穴をあけるには，相

当の力を加えなければならぬので，ス義ヒノキに関す

る限り従来の方法の方がすぐﾂ･している。

笛

■

『

写真1．溝付器(1)と床がえ板②

その他,写真2，3に示すような下刈機械も，重赴が

大で，到底日本人挺は輸入したままでは，。ナシきれな

いようである。

ここで,もう一つ,つけ加えておきたいのは』万能的器

具機輝らいかにも重宝なように宣伝せられながらも，

一向に用いられない例が多いことである。これは万能の

一つを専門につ力ｼうとき，他の無用のもの力郷魔になっ
て能率があがらないことで，この点では万能は無能に通

ノ
タ

一
〕

写真2．米国から輸入さｵ'〆た動力つき下刈機
（東京営株局）

－8－
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坂口：造林に関する新しい器具繧械

て有用なものでカー殻家庭で使うぱあいには，ナイフや

フォーク壷単用する方がはるかに使いやすいことは，わ

れわれの経験するところである。彬潜綜具もセツ道具を

網aそなえたものは役人のもつもので，ほんとうに労働

能率をあげるには専門の器具を使わねばならぬ。また枝

打鋸に鋸と鉈を組合せたものがある。これもよい考えで

あるが，実際に普及しないのは，オピに短しタスキに長

しのたとえのとおり，鋸を使うときは鉈力都魔になり，

鉈を使うときは重量力提らないという問題がおきる。し

たがって労務者は性能のよい鋸と鉈の両刀をつかう方が

はるかによい仕事を能率的にできるようである。

3．アメリカにおける造林用の器具機械

アメリカ割ま育苗育祢がいちじるしく織械化されてい
、

るとのべたので，その一端を米国山林局発佇の澗蕊書と

近著の米誌から』 うかがってみよう。これらがわが国雁

ただちにとりいれられないことはすでに述べたとおりで

ある。

写真3．動力つき下刈機を操作中のところ
（掛川営林署にて）雪一■

「

キ

ノ

6

写真4．米国から輸入された動力つき枝打鋸

写其6．まきつけ機蔭米掻のタネをまきつけている。

後方には高架式の撤雌鋳騒がみられる。
(KUmmel,RindtandMUnger膜図）一

二

I
…

良刈

弓

写

写真5．動力つき枝打鋸を操作中のところ
（天城営林署にて）

ずるものである。ナイフ，カンキリ，フォークやセンヌ

キのついた携常用具は，ピクニックや，登山の際挺鰻つ
写真7．苗床の除草に用いられる耕転機

（写真6に同じ）

－9－
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褒口：造林に関する新しい器具棲械

い。また機械によっては遣婚,畦間の適鵜を磯械の性能

にあうように設計しなければならなL箔紙数に限りがあ

るので，新しい育苗用器具織賊と問題となるような点を

ひろってみよう。

A.床がえ用具

床がえの際,床がえ苗衆の植穴麓,よく素手で行って
いるが，これ臆かならず移概漫か，手鍬童たは鍬を用い

る方がよい。銭や鍬の匁巾を広巾にするか，とがらせる
Q

かは苗畑の土壌によって変えなければならぬ。すなわち

砂痩の鐸では前者をとり，埴質の土壌では後者をとら

ねばならぬ。

B.根切鎌と根切鋤

根切鎌腫は，きわめて多様なものが多くの人によって

考案せられている。考案の目的は何れも土難の型に応じ

て能率をあげることに重点を、

おいているようであるが，実

際には一向普及さｵ'莚い。こ

の原因は，つぎのように考え

られる｡例えば，下刈鎌のぱ

あいでも,‘犠打鋸のぱあいで

も．その能率をあげ箔には作

業夫または専門の作業夫がト

イシまたはメタテ器を携帯し

て，常に鎌をとぐか，鋸の目

立をすることがヱツである。

まして，根切鎌は，地下部を

移動させ，根謹八力で切るこ

とを意図するものであるから 写真11.．根切鋤
多分に無理がとも涯うものと

思う。この点置は，写真、に示すような，徒長苗の防止

と発根の促進に用い’られる根劉鋤の方が効果的である。

C.タネの調製用具等 、

タネの採集から脱粒,脱翅,箱選および発芽率の鑑定

さらにタネの長鄭貯蔵には色受の器具を必要とする。特

にタネの調謹監毒浜は脱粒機や潔茂蕊〃タネの嬢議識料
採集用折半器，採種杖等林業用の特殊器具を必凄とす

る。しかし，これらは需要が少<ないためか，一銭の市

販品が少ないので;購入先登みつけるのが困難なぱあい

が少くない。かような，林業用器具機械専門の入手先が

容易になれば便利であろうと思われる。

D.ハンドトラクターとミストスプレヤー

苗畑の耕転に馬耕やハンドトラクターがきわめて能率

的であり，動力噴霧機ミストスプレヤーが赤枯病の予防

にきわめて能率のよいことは最近報告せられているので

ここにつけ加えておく。

r苧

1 ･志 を,‐
謀夢､誰

'

苗木の掘りとり鶴この棲は，匁以外は

根きり機と同じものである。
（写真6に同勧

写真8 』
句

つ
、

0

苗木の品等区分と包美2人の婦人が苗
木を移動するベルトの上に拳き，検査官
鋤蕊つるい苗木をすてる。前方の人は苗束
のネをコケと羊皮紙でつつむ。

〔導翼に6伺い

写真9
』

へ
一

写真10．100種類以上の害虫におかされ， 3,100
万ドルの被害をうけるリンゴは薬斉肱埋塁によ
らなければ経済的に育てられない。 〆

(DuPont社画TheStDryofFarmChemica1Sから）

1.･各 論

1．育蔚用の器具機賊

育苗割喋を機械化するには，葦ず従来の床5え型式か

ら畦5え塑威に，作業の変更をしなければならない。ま

た，潅水装厩を施すぱあいは,撒水送管の方向をまきつ

け床または床がえ畦の方向と一致せしめなければならな

－10－
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坂口：造林に関する新し供器具機械
「 。 ／

2．育称用の器具桟賊

わが国の山岳は傾斜がきつく，根本的に機鯛kが困難

である。もちろん森林鉄道や作業軌道その他の蓮材機関

は,,これらの困難をよく克服しているが，林業部門では
未だ機械化されたものほすぐない。

新しい器具磯械で,米国から輸入試用されたものは第
工項に述べたが，現在育林用の器具機誠として，技銅上

されているものをひろってみよう。

A.動力撒粉機

育林にともなう保護面で，従来は害虫が対象の大きい

林分につくので，その駆除がきわめて困難で,専ら天敵
をかりてこれ力蝿除にあたっていた。物理化学的な方法

としては,被害木の下で大きなしようげきを与え,虫を振

い落す等というような，今日から考えるとナンセンスな

ことが真面目にかかれていた時代もある｡動力撒織鑿と
農薬の出現は，かなりこの困難を解決したものである。

蕊
写真12．動力撒粉器

（岩村田営林署にて）

B.木登り用具

立体的な大きな赫木という対象物を相手とする産業と

して，能率のよい木登り用具の出現は，林業家の待望す

る課題である。ごｵLは山岳林で，携帯に便で，重鐡力軽

く，高所まで，だれにでもたやすく登れ，かつ人の生命

を托するものであるから絶対安全なものでな吋我しばなら
ない。現在のところでは，わが国独特のプリテワガ鐙も

安全確実なものであって,木登階自己の責任である結
び方に慎重を期詮ぼ，安全に高所に達することが壱き

る。なお木登りは枝打事業のほかに，タネ採りや，育種

用の交配，試験測定等他方面の要講があるものであるb
静岡嬢下で能率のよい木登り器が考案せられていると

聞くが，い霞だ多くの批判をきいていない。

や阜皇

掌真13． プリナワ式木登り鑑
（商野営林署にて）

C.自動鋸

最近林木の伐倒，玉切りに，米国およびスエーデンか

ら擁帯用自動鋸が輸入され， 1953年度天城営練署でテ

ス1､が行われた。これらはき約めて能率的で将来間伐水
の伐倒にも使用されるものと思2つれる。

む

4

《
》
一

写真14．携帯用自動鋸
（天城営練署にて》

3．林業試験用の器具機賊

林業試験用の器具機械は，作識冒率がよくて精度の高
いものでなければならない。

樹高測定等も，麻生式のように糖度の高いものは，林
分でコズエのみにくい場合には能力があがらず，その他
のものも，すべて補助的に長さの澗腱を伴うので，きわ
めてわずらわしい。将来光学的基礎のもとに,簡易な樹

高鼠嵯器の出現を待望するものである。

樹冠投影図の作製も，樹嶽下にたってミキからの距離
をはかるものであるが，傾斜地では多分に錯覚が伴う危

険がある。これらにjついで＄最近急速に新しい考案が出
されていることば幸いである。

一］1－
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要するに樹木は樹体をつよくき

こめば若がえるもののごとく，

田善一氏の樹木寿命無限論には

当の根捷がある。！
樹木の舜匡および寿命には，か

りかわった点があるが，樹木の

分とくに撰紫のついている幹の

さによって樹令ガ錘5という説

くにある枝の葉は，壮令澗であ

有､することがある。ただしクロ

は，上部の枝よりも，発根しや

く

。

一

り
浅
租

Ｉ

~一．

堂驚竺_i;“1.5受理） 中
I ！

高

・ひとつはサシキ苗の年令である。国有淋廼はさしつげ がある。すなわち地表近

た年のサシキ苗を1年生と呼んで↓､るが，ミショウ苗に っても，幼令時の纈致を

すなわち地表近

くらべ為と，形態も違うし，スギでは赤枯病にほとんど

かからないという特徴がある。

サシキ苗歪も，樹体が大きくなると，サシホの発根が

困難になるなど，樹体の大きさが年令のひとつの蕊準に

なりそうであるが,鎧なじ大きさのミショウ苗とはかな

り違う点がある。いわゆる老識型の葉を有する枝をさし

つけて,発展してからのびだす-謂澆の葉は形態力諾がえ

ることがあるが，一般にはミショウ苗にくらべると，枝

葉の形態に年令力稽い樹木の特徴を有､する。

．しかしながらサシキ苗は母樹の年苓をうけつぐという

年令加蝉説はあてはまらない。もし年令が加算さ細潟も

のならば，九州地方にある有名な鑑なじ品種のスギでは

苗木も大径木もおなじ同令になりそうなもめであるが，

苗木の枝をさすと発擬しやすいのに,大屋木の枝をさす

と根がでにくい。

ミシヨウ苗のｽ斗稚20~30年に達すると，サシホの
発擬が困難になるが,サシホをとるための台木は20～30

年になっても，サシホはほとんど全笥溌濃する。すなわ

ちサシホをとるための台木は，毎年つよくきりこむため

若がえるもののごとく'，そのサシキ苗ガ鋳枯病にかかる

ばかりでなく，台木そのものが20年生以上になっても

燕古病にかかるp

サシホの発根性は母樹の年令によって違うといおれる

が，樹体Q大きさの彩縛もいちじ潟しい。サシキ苗は年

令が明らか．でなぃ,が,発根性はサシツケ後の綴過年数と

樹体の大きさとに支配されるようである。

サシキ苗がある程度若がえるものとすれば，ポウガ

（萌芽）は樹体をもっともつよくきりこむゆえ，徴木は

若がえるはずであ患。たとえばヒイラギは高さ4m.くﾞ

らいになると，蕊の鋸歯がなくなるが，ポウガには鋸歯

があらわれる。またモチノキは稚鐵と諾ウガとの葉には

小さい鋸歯があり，樹体をつよくきりこむぱあいにも，

おなじような葉が老音るeイチョウは葉のキレコミの程
度によって老幼詮ほぼ推定できるが，ポウガの葉は幼令
時の幡数を持っている。

－ネ（樹冠）の下部の枝は，上部の枝よりも’発根しや

すいとはかぎらない。

要するに樹木の年令は動物と違う点が多く，樹体をき

りこむだけで若がえるものとすれば，その一部をきりと

って,こｵ燈ｻｼﾎとして,別の個体に青ぜあ撮しば，
若がえることは当然である。しかしミショ女苗と違うと

ころに問題がある。

つぎの疑問は，サシキ苗は遺伝質その他の重要な点で

は母樹とおなじ性質を有するとしても，ユ本の母樹から

サシキでしたてた苗木すなわちおなじ亥ローンの個体は

すべておなじ造林成績を期待できるかどうかという点で

あぁ。 ，

サシキ苗は母樹の一識分から暮生するもので'遥伝子

型（ケン型，genotype)傭同一である。母樹の性質力鎧

伝するという，いいあらわしかたは適当でないが’サシ

キ苗は母樹の分身であって,母樹とおなじ遺伝質を有#‐
る。

、母樹の有する特性の5ちには表現型(Phenotype)に

よるものがあるはずであるが，これらがどこまでサシキ

苗にあらわれるかを検討した例は知られていない。いわ

ゆる環境のうちには，おなじ林地でばほとんど蕊化しな

い固定的なものもあるが，気灘や生物の害ならびに遺体

保育法のごとく沙偶然または突発的の'ものもある･した
び

がってサシキ苗にあらわれるものと，あらわれないもの

とがありそうな気勧苛る。

しかし造林上重要な浬質では，サシキ苗は倒樹とひと

しいと考えられてい患し,またサシキ苗の品種をよく区

別して､､る地方では,ひとつひとつ珈木薄雲によくそ
ろってい‘る。

それにしても，ザシホのとりなたによって′発樹塗や

幼時の成長状態がかなり遥6ことがあるため′サシホの

えらびかたは昔からやかましくいわれている。ク戸戸ネ

の制澄i弓よって違うことも考えらいるし’またサシホの

大きさも重要である。

ヒマラヤシーダーやセコイアではサシキ苗はシンがな

かなかのびてこないため，育苗腱はミショウのほうが有
利であ･るという。

《
》

0
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畢、

薙著’東京大学農学割職授・鍵博
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中村：サシキ苗に関する疑問．

すぐれた品種力鈍られていない地方では，健秀な個羅を

えらびだしてクローンを育成することを理想とまる漆，

すくなくともプラス締すなわち生育状態がす-くれてい

る林分からサシホを集めなければサシキは無意味であ

る。

エリーテ（精英樹）として，たとえば成長が早い個体

念えらび澄訴ff連は重要であるが，その:罰f溌遺侭質に

よぉものでなく，偶然に支配されているぱあいも考えら

れるゆえ，次代検定力鍾要にな為。なお形質のほうが，

いつばんに義淀した性質であるように思われる。

枝がほそいことや，クローネがひろがらないことは，＃

遺伝渡によるぱあいもあるが,育ちかたとくに幼舐冷時

の立木密度に支配されることを忘れてはならない。

ともかく林木では遺伝子型と表現型とを区別できない

ことが，大きいナヤミである。したがってエリーテをえ

らびだすには十分に注意しなければならない。またサシ

ホのえらびかたにも重要な問題がありそうである。しか

しながらクローンのぱあいはもちろん，九州のすぐ・れた

品種でも，造休地の個盈の樹木が爽によくそろっている
〃

のに感心する。

サシホの発展に対する成長ホルモンの効果は，あまり

いちじるしくないが，サシ未の中に含まれているホルモ

ンまたは類似の物質力§発根性およびその後の成長を支配

するのではあるまいか。 ．

福田孫多氏は，サシキ苗には思うように成長しない時

期があるが，サシキを幾代もくりかえしているうちに生

育がさかんになるときがくると考えて，これ詮覚醒‘と呼
んでいるようである｡’すなわち母樹がおなじである，ひ

とつのクローンでも，サシ,ﾎをとる個体のえらびかたな

らびにサシホのとりかたによっては，おなじ造陳成績を

期待できないことがあるとしても，おなじ品種では造林

｣鍾要な性質が,採穂樹の個性やサシホのとりかたで，

そうかわるとは考えられない。 ”

しかしながら品種はいろいろの意味に使われていて，
〃

はなはだしいばあいにはユーカリの樹種を品種どいう人

さえあるが，スギでも地域性品種はかなり広蕊で，おな

じ品願の中にかなり重要な性質蒟韓5個体な含むことが

ある。古くからサシキを実行している地方の品種は，お

龍むれ高度に分化しているが，サシキを実行するには，

造赫価値がとくに高い品種をえらぷこと力まである。

､＝

（6頁よりつづく）

ニレ病に対して鍵揃生の強､,，そして成長の睡縦な雑種

が得られている。このようなニレは挿木増職こよって， ・
林

耐病蜘生のクローンにつくり上げられ河ことができる。 業
家

欺洲に鱸ける日本カラマツと飲洲カラマツとの間の雑 の

種職勢はよく知られた事実であるが，デンーークではデ 頭
痛・

シジユア・カラマツとオクシデンタリス・カラマツとの の
た識惟によって，】､リプロイドをつくることに成功した。 ね

二艦悪戦鴛墓窪鰐鑑震騨霊
②

門虫

擬潔灘量篭臓簔
最近'ﾜで成功している襲うに挿木壷利用する方法が便 2 ．
利である。特に雑種強勢木を得た場合には，これを挿木 並

篭蕊職患簾辮鱒熟鰯鴬‘； ・
義をもつものと言える。 窒
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、葉面施肥
勺

/－特に育苗への応用について一

塘、 隆 男
（29．3．ユ0受理）｡

1J毎吾 gひご画伊湿凸 ｡

缶＝再L 守腕輻｡ごf勺暫缶 与野■

・ 1葉面施肥とは何か ，

植物厩眼は薙分・水分の吸収器管で，葉は同化作用を

譜む器官であ為。すなおち植物は謎分を藤から吸収する
と言うのが従来私達の常識であった。ところが罰露義分
は蕊からも吸収されることが実験的に確認され，葉から

肥料を施す方法一すなわち葉面卿E(叉ほ肥料の葉面
撒布）が行われるようになり．世人の注目を引いてい
る。

もつとも，かなり古くから鉄.マンガン.翻素等のい
つゆる微温濯擁の欠乏症に対しては，これらを含む嘘顛

の稀薄溶液蓮葉面に塗布叉は撒布､することにより，かな

り顕著な効果力認められていた。従って葉に養分壷撒布

す21,ぱ,多少吸収利用されることは判っていた診吟であ
る。

ところ糊畔陰要素中就中窒素のように吸収量の多い
り

肥料蔓津も蕊菌から吸収され，肥料効果のあることが判

ったのは,約'3,4年前アメリカにおいて騰素を果樹に

臓霧撒布する試験が行創却てかﾔのことである｡近時は
果樹のみならず，一般農作物･花卉類｡飼料作物等にも
利用されているが，最も一湖上しているのほリンゴであ

ると言うことである。

我国にお冊､ては昭和24年G.H.Q.の天然攪源局の；

斡礎篭，ミカンに対して尿素左撒布する試験が『ﾃわれた

の力殿初で，その後全国の試験場・大学等でアメリカと

同襟に果樹はもちろん米麦類･桑・茶等に対して一斉に

試験力甥始きれ，昭和26年頃よりその成績の琴も多
数(9言仰行われつつある現状である。

現在の所，葉面掻布用として実用に供されている肥料

は尿素である。これは尿素が耐震等と異なり宥棲化合物

寵,水によく溶ける中性の物質であり,菱蔑等による薬
害を超す危険力殿も少いからである。アメリカでは既に

ニユーグリン(Nugreen・尿素態豐蕊44%, と辰読罰剃を

含むもの｡)，ラピツドグロウ(Ra-pid-gro.尿勇蕊籠豊素

23％，燐酸11％，加里17％・を含む)，ウラ琴ン(IJra-

mon･）等の尿素を主成分とした葉面撒布用肥料が砿篭
されている。

L

、2葉面吸収･のメカニズム

､尿素の稀薄液滋鯛薗に撒布すると，尿素が鍾菌から吸

収されること職多くの試験縮果から,.もはや疑う余地は

ないように思われる。しかしそのメカニズムについては

まだ明らかでないが，恐らく根に興る養分吸収のメカニ

ズムと大謹ないものと考えられている。

葉の裏面は詞菌よりも,叉蓉葉は古い葉よりもよく吸

収すること力察験的に認められている。このことほ気孔

が多く，細胞間隙の多い謡鴎蔑からよく吸収されるもの

と考えてよい。

尿素が葉面から吸収される速変は，葉の睾襄含有量に

よ？七異なる。すなわちアメリカにおけるリンゴに対す

る実験によると，葉の窒素含有鐙が少い時の方が早く吸

収されるが，大体撒布後24時間で約50％吸収される

と言う。叉調菌から吸収された尿素の移動を追跡ずるよ

い実験方法が護耀ないので，潮田氏⑥蒟城射悩鱗P33を

用いて,桑の城卿倶腱よる燐の移動を追跡した結果に
よると，吸収された燐は直境に桑の各部位に移行する
が,就中生長の雛んな若い部分に移行する．と言うことで

色

ある。

次に野ロ・菅原氏“のタバゴを材料とした実験による

と，吸収された尿素は葉中の糖類と結合してアミノ酸に

合成され，直ちに蛋白化するか，叉は他の必要な部分に

移動して蛋白化されるものらしい。 ．

要するに肥料の葉面よりの吸収は土壌施肥淫よる根力、

らの吸収に較べて，その速度が非常に旱も､逗と力潅像さ
れる。

3葉面施肥はどんな場合に利用すればよいか
肥料を土壌に施して根より吸収させると言う今までの

定石詮破って，なぜわざわざ葉面にj誌するか？それ

はもし葉面吸収が行われるとすれば肥料を土壌kﾆ施すよ

りも葉面撒布した方が，有利な場合力轌えられるからで

ある。

次に葉面卿阻による方が，従来の土壌施肥によるより

も有利と思われる場合をあげてみよう。

(ユ）土壌に肥料を施用すると具合の悪い場合。

(a)作物が密生して土壌に肥料を施しにくい場合b

豪

｡，

■

奇
一

』

嬢者・林業試験場士鯉哩料研究室
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■

塘 『 葉 面 施 肥
－

( b)一寸肥料をきかしたい場合』土蕊に卿gFずると (4)その他適当と思われる場合｡

肥効力狸く，且』つあとまで肥効が続いては具合の (a)衰弱している植物を急速に回復させたい場合。

悪い場合。叉追肥の時期を失して早く肥効を期待 （例苗木の移植の場金）

したい場合。 (b)植物の形質を向上したい場合b

(c)挿木の場念（挿土に肥料を施すと悪いと言わ (c)微量要素補給の場念 ，

れている｡) (dj肥料を節約したい場合℃

(d)混植の場合。甲と乙の植物を混植した場合，甲 以上のような場合はいずれも葉面獅凹の方が有利でば

には瀬巴したいが，乙に|ま鰄凰しだくないような ないかと考えられ,実際にそ”果が例証されてい愚場
場合b 合も少くない。

(2)根の障害による肥料の吸收機能力壕えた場合。 4蕊面施肥の育苗への応用
(a)病害･湿害等により根腐れを起している場合。 葉面施肥は以上のように土雛施肥とは異なった総長を

(b)低温･旱害等により根の卿又機能力壕えている 持っているものと考えられ，農業方面では既に－部実用
場合。 化の域にまで達していると聞いている。饒者は林鋤面

(c)根切虫等の被害により根の一部が脱落した場 においても，育苗技術として葉面獅凹と言5新しい技術
旬

合。 を取り入れて，か漆り有利な場合があるの冠はないかと

（3）土壌条件が不良で，土壊に施肥したのでは充分な 考え．二,,三の実地応用の秀ス'､を試みた。以下テスト
・ 肥効が期待できない場合。 の結果を中心に，少しくこの問題を検討してみよう。

(a)土壌力鍋湿叉は著しく乾燥している場合b 応用実例(1)尿素の葉面撒布による育苗

(b)砂土等で土壊の吸収力が弱い場合。 育苗にあたり窒素肥料としての尿素を葉面撒布したら

(c)強酸性の火山灰土難のように，燐酸吸収カカ署 従来の土壌施肥と比較して，どのような結果を示すであ

しく大きい場合。 ろう認この点を検討する目的で第1表に示すような試
(d)癖馳等で表土力犠い場合。 験を行った。その縮果は従来瀕行の硫安を土壌に施用し

第1表 尿素の葉面施肥による育苗成績

､凸』垂｡

も

試験区 名 ’ 苗木の生体重g■

考備
ス ギ カラマツ

耐錘土簾罰噸区(慎行区) 55(123) 52(146) 麺巴量gin2N:P205;"O=10: 10
, 58(1" 58(163)､罎葉面卿凹区 葉面施肥区はNIog相当量を尿素の

無窒素区 38(I00) 36 (100) l 0.5%液として13回に分け“姉。
j

磁土鋤用区（僻佇区） ’ 36（119） 33（122）．”陛量g/m2N:P205;"O=8: 10:

…"熊鶏蕊識

6 1952

塘・藤田の

一
一

註:試験場所東京営林局職苗畑
尿素の葉面撒布の効果はスギは統討的に無意義，カラマツは有意義 ．

た場合に較べて，スギにはあまり効果力混られなかった 第2表撒布尿素液の濃度試験

1953

塘

(1952）

が，カラマツに対しては明らかに効果力視られた。この

スギとカラマツとの相異は両者の葉の構造上の差による

ものではないかと想像される。

なおこの試験を行う前に，尿素液の撒布濃度を予備的

に検討した箭鐸は第2表の通りである。搬布濃庭の限界

は撒布される時の苗木体の色為な生理的な状態に支配さ
れ，簡単に結論することは出来ないてあろうが， 0.5％
液ならば先ず安全と思われる。0.5％液で薬害のあった

実例も聞いている。但し0.5％液でも連続的に撤布す
れば薬害を起すから注意が必要である。
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応用実例（2）苗木の活着促進を目的とした尿素の

葉面撒布

ごく職識的に言って，床替は苗木にとりかなり虐待さ

かた操作であると考えてよいであろう。東京附近で3月

下旬から4月上旬頃スギ苗を月藩する場合を考えるに，

苗木が活着するのに何日位かかるか，よくは判らない

が，赤紫色の頂芽力録色になり伸び始めるには多くの場

合15～20日位はかかるわが普通である。床鐵薗後は根
が仮死の状態にあって”回復するまでは正常な状態にな

いものとみなしてよい．従ってこの期間には，苗木は根

から養分や水分を穫極的に吸収することができない。そ

こで葉面から尿素液を塗布して活着を促進することは出

来ないかと考えて』スギ苗な試験材料として，床替直後

に尿素の葉面撒布を試みた。その結果は第3表の通りで

第3表床替後の尿素の葉面撒布試験成綴（1953）

活着促進の効果を認めることが出来た。そして第3表の

8月における生育状況を妬談すると，尿素の葉面撒布に

よる活着の促進ほ，活着してから後の生育にまでも好影

響を及ぼしているように思われる。

応用実例（3）燐酸欠乏土壌に対する鱗酸垣の

葉面施肥

我国に広く分布する火山灰土壌には燐酸欠乏の土壌が

多い。このよ弓な土壌は強酸性で＞燐酸吸収係数ｶ球き

く，燐酸肥料例えば過燐酸石灰を施用しても直ちに土壌

に“又固定され，不可絵態に変り，植物に吸収されにく

い状態になる。例えばカラマツ，アカマツ等を強酸性の
火山灰土壌に育苗しようとする場合，瞬酸肥料をかなり

多量に必要とし，少い場合には燐酸欠乏症左起す場合が

往盈に見受られる。このように土蕊に欠点のある場合に

は，土壌に肥料を施用するよりも葉面掴巴を行った方が

有効宅はないかと考えて，カラマツ，アカマツまき付苗

に対して燐酸塩の葉面施肥を試み4た°その成績ほ第4表
の通りで，燐酸(a05)意過燐酸石灰な用いてmp当り

89土壌に施用じた場合よりも，燐酸アンモン叉は燐酸

加里を用いてm2当り59の燐酸(R05)を葉面に撒布

した錫合の方がxい坐育を示した。このように士鍵に欠

／

戸
二
■

垂
》

《

8月における
床替後の

瀞聯
試験区名

苗木の状態l if' /'､vソ仏"1.(cm) -(W

瀞噌譲繍耀:剛
－－ｰ した場合の方がエい坐育を示した。このように土鍵に欠備考：試験場所東京目黒林試苗畑 』I

4月28日床替，5月4日，1蝿2回にわたり 点があり’施肥しても肥効が低いと考えられ覇場合にほ
05％尿素液撤布,調査本数各98本 葉面施肥は有効な手段であろう。

〃･ 第4表燐酸欠乏土雛に対する燐酸塩の葉面”u試験成績⑧ （1953） ■

力 ラ マ ツ ア カ、 マ ツ
試験区 名 －

幹長 生体重 幹

CXn

3．6

6．6

5．5

5．0

長 生体重

過燐酸石灰土壌施用区

鉾酸アシモン葉面施肥区

燐酸加里葉面施肥区

無 燐 酸 区

｜
岬
函
蝿
皿
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ｇ
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の
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(I32)
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(100)
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ｊ

９
９
６
０

６
２
２
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１
１

く
く
く
く

票
一

一

嬬考:議場所山漉榊塞淵分辮苗畑（強酸性黒色火山灰土蕊）
土壌:pH(KCI)4．2 1罐性石灰0.076%罐吸収感2860

応用実例（4）根切虫による識害苗の生育回復手段

としての尿棄の葉面撒布

苗畑において摂切虫の被害力琵生した場合，根切虫の

駆除動泌要であると尖Iこ，被害を受けた苗木童早急に回

復さすことが大切である。この場合苗木の根の一部叉は

大部分が欠除じた状態になるのであるから，苗木の衰弱

を回復さすために士鍵に卿巴しても摂による吸収は充分
行われない。従って土難卿Eよりも葉面獅巴の方が有利

ではないかと考え，根切虫被害苗に対して尿素の葉面撒

布を試みた｡その結果は第5表の通りで,硫安な土製に施
用するよりも尿素を調爾に撒布した方が有効であった。

第5表涙切虫の被筆に対する尿素画
葉面撒布奉職⑤ （1953）

苗木の生体重 鋸
趣
麺
”

試験区名

菫罎|ろ糊&署素’
61*
27〃▽蕊蓋驫難)富:麓,釦，

‘麹6本

備考：試験場所福島県安積高按苗畑

根鍾虫の被害発生は5～6月頃と推遥される。
尿素の獅諒敷布は8月31日，9月5日の2回に
分けN: 59/立拶詮施用した。

ノ
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最後に葉面施肥の欠点i琴ついて考察するに，一度に撒

布する肥料の鐙に制限があるので，鰄魍回数を増す必要

がある。従って”Ⅲ労力漆大きくなる。､これは事業的に

みて致命的朧欠陥であろう。'ｨかし尿素はボルドー液と
混合して撒布することが出来るから，今後のW陸により

薬剤と併用する方法をとれぼ，ある程度この欠点は緩和

をきるかも知れない。なお葉面施肥はあくまで1鋤中心
のもので，土壌の肥鑑Iこは踵らない。苗畑担当者は葉面

施肥と言う新奇な方法鱒とらわｵﾙ，これを乱用して，適

切な土壌管理，地力の培養を忘れてはならない。

以上で葉面緬巴とはいかなるものか,若干の実例意も

って説明し，この新技術の育苗への応用に3ついて考察し

た｡育苗に対する効果的な撒布技術の確立を今後の“
成果に期網-る。

終りに本文に引用した試験の一部を分担協力された千

葉茂(林減造林部）・塩田勇瞬試釜淵分場）・藤田桂

治蛎島果立安積高佼）の諸氏に厚くお礼を申上げる。

参考女献

(1)鱸:肥料養分の葉面撒布農波園26(9)：
935-40．（1951）

（2）潮田：肥料の葉面鯉Ⅸ農及園27(8)：861－

66．（1952） ．

（3）菅原：蕊面撒布に関する最近の篭問題艇及園

28（8）：925-30．（1953）

以上はいずれも葉面麺巴に関する線説｡末尾に内外

の重寮丈献の記載がある。

（4）三井他12氏：尿素高陽書院“53）

（5）東洋高圧工業珠式会社：尿素質疑集（19認）

（6）尿素葉面撒布研究会：尿素葉面撒布研究会記事

‘ 第1号（1952）

（7）猫･藤田：針葉樹苗木に対する尿素の葉面施肱に
’ついて.(予報） 尿素葉面撒布研究会記事第2

』

号78－79 （1953）

（8）塘･塩田：尿素葉面撒布研究会記事（第3号）に
投穂中 ．

（9）-塘・藤田白未発表

“）獺・千葉:未発表

．応用巽例（5）挿木に対する尿素の葉面撒布
V

発根に対しては植物隣内力鑿棄不足の状態にあるより

も，適当獄の窒素成分を必要とず馬ことが,水稲．トマ

ト等で知られている。そこで筆者はスギを挿木した直

後，尿素の葉面撒布を行い，挿穂の窒素含有量を高める

と発根促進の効果がないか？を検討する目的で第6表

に示すような実験を行胞つた･その結果は多少の効果ガ輔

第6表挿木に対する尿素の葉面撒布試験成績“
（1952)摩

挿穂150本中の発摂本数
一一

A品種 B品種

104 1 110

127 122

103 97

試験区名

尿素土壌施用区

尿素葉面搬布区

無処理（対照）区～＝

コ グ

備考:東京営林局砧苗畑にて実施

待できそうであるが,第6表に示す数値は統計的に有意

義でないので，現在の所何とも言えない。筆者は挿木を

行ってからよりも，挿穂をとる前に母樹に対して葉面撤

布を行う方が有効ではないかと考え，試験を実施中であ

るが，まだ成果は得られていない。

以上いう熟も予備的試験ではあ:るが,葉面施肥詮育苗
Iこ応用して効果のある場合を実例をもって考察した。

5おわりに

葉面祗囚が二…肥の欠点を補う多数の利点をもって

いるとしても，葉面斌巴が育苗事業にどれだけ有利で，

れだけ取りｽれられてしかるべきものであろうか｡ご

く常識的に言､うて，麺巴の常道はあくまで従来の土壌施

肥で，葉面施肥はその不足部分茜補5と言った程度に利

用されるべき.ものと思われる。

苗畑において従来の土壌施肥では充分な効果鞍期待す

ること力鎚来なくて，むしろ葉面獅凹による方が有利で

はないかと考えられる場合についてば，既に実例をもっ

て検討したが,もう一度整理してみると次の通りである。

i)窒素肥料の追肥腱用いる。 (I畷の節約になり，

肥料の鈍き過ぎ嘩害を緩和する。即ち肥料の効き
方詮比較的自由に調節出来るかもし鞭,ない。）

ii)床替後の活着促進に用いる。

iii)寒冷地において秋季加里肥料の追肥に用いる。

iv)根切虫による被害苗を早急に回復さす時に用い

る。

v)挿榊発根促進を図る時用いる．瞬付後'叉は
挿穂をとる前母樹l匂散布する｡）

vi)酸性の強い火山灰土壌に往為見受けられる燐酸欠

乏士錘Wこ対して用いる。

vii)その他微量震補給の場合等｡

凸

●
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携帯用実体鏡
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スエーデンにおける赫木言種と

わが国における精英樹の選定に
関する諸問題（3）

（第二）採穂地域の設定である。これは同国の森林委

員会などが一殻特志家の協力を得て全国的に調査して定

めたもので松（欧州茄秘）については全国を3～4地区

に分って鏑霞の規準もしている｡ IJindquist氏の別け方
によると (1)plus･area(Stand) (2) normal area

(stand) (3)minus･area stand)の3地区に分かっ

ている。plus-standは樹冠の形の聖い優良形質の樹が大

部分そ樹冠や枝の粗大な不良木を伐り取っても林の疎開

が目立たないものをいうのであってこの地区より第一等

の種子がとれる。SylVen教授のいう〃生きた種子貯蔵
庫〃に相当する。normalstandほ不良の混合の歩合も

多い力糎良木がかなり多く，まばらであるが全面に配置

されているもので大部分の種子はこの林分から採られ

る。この林よりの採種の実行に当っては糖釧の監督者が

必要である。minusstandは大部分が不良木でただ一

部に良質の木や中間木がある位で不良木を伐ると皆伐状

態となる林でこの林から採種は出来ない。

Lindquist氏はこの分げ方で全国老趣区分けしてい

る。plusareaは海岸と奥地の中間に多く南部に密集し

て約200ケ所400haである。nmemFIIgrEIは海岸と奥

地の中間を占め，この地区が全体の過半を占めでｬ､る。
minusarea,は海岸地帯の里山と実地の積雪地帯に多い。

（第三) I麺漉的の採種林の造成である。盲全体とし

て林業用種子政策は大きな問題種山林の大部分が伐り諾
されているから，これ力鐙林のためには年に100tonの

毬果力泌要種ある。しかるに適当な採種林が少愈いの毛

わずか30ton位しか自給出来ない。それで長期の対策

として採種林の設砥が必漢であり，更に鍾々の結実促進
法を鋤‘して増産を期している。結実促進法としては輪

巻法(strangulation)と称して幹をアルミバンドでしめ

つける法を採用している(Jensen淘。多くの樹種の結

実促進腱はこの方法で成果をあげられる。木が衰弱する

からringを巻き込んでしまわない前に外すことが必要

である。一歩所で効果が少ないときは2ケ所やる, ring
を外した後も効果がつづく。輪巻法の外に普通の環状剥

皮も行う。これは樹幹に半円形の剥皮を数ケ所行うの看

ある。接木は砧木に爆生の結実の多いもCを篇うる，特

に遠縁のものを接木すると結実が多1‘,。例えばaSpenlX

pOPlusの砧木を用うると着花動珍い，接木苗によって

採種林を作ると比較的短期間，（かし類侭7～8年後）

に目的を達する,砧木と穂木の間の遺伝的影響は大して

ないと考えられる力確かなことは実験しなければ分らな
い。

採種林の殼澄については聡沐苗」の犬為的養成ガ鍾

要なことでJensenﾉ氏によると，先ず基本林を作ってこ
れから種子や撰憾詮探って二次的に鏑重体を作る。撰木

を大痔的に行うには大規模の温室や苗畑が必要で技術の
修辮“鯉菖であ為からgraft-center確木センター）
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Mスエーデンにおける林木育種事業の概観

スエーデンは周知の通り，世界有数の赫産国であり特

に木材，パルプ幟欧州における主要な供給国である。森

林面積戯2,350万町，その内過半は針葉樹林でと；ひ』

あかまつ,もみ’からまつなどが主要樹種となっている。

「来るべき木材噺t」（林総協訳版）によると木材の化

学工業力壊しく進んでおり戦時中は木材質の鰯上，飼料

化については隔段の進歩を遂げたということである。か

かる国情の下糎鱈いて逸早く林木育種事業の発展を見て

いることは当然のことである。

Lindquist氏によると②同国古来の豊富な森林は過去
幾年間奥地へ奥地へと伐採をくりかえされ，しかもその

伐採は他の多くの例にもれず利用を主としたt建撮であっ

たため，適伝学的に見ると生長の早&,形質のよい優良素
質の木蓮先ず伐り取られて残存の不良形質木がかえって
母樹としての役割左淡ずる結果となって，後続林は遥賦
的腫素質の劣悪な子孫によって構成されることとなり育
種的に全く逆弐一スを辿って来たの壱ある。 ことに

Norrlandのスエーデンイ郷海岸地帯でこの傾向が著し

くあらわれているということである。これがたあ林木の
育種事業は優良形質の母樹の保存とその種苗による造林
力鋳一義とされるのは当然である。そして従来の多くの
実験によって即鋤逸その他の国燕より輸入された種苗が

同国の造林に適しないこと詮実証されたたあ，国内林よ

り催良種子芝選姦ことはやむを得ないことである。同国
の育種事業として先ず第一に着手せられたのは

礫一）優良母樹林の保存と育成である。それで伐採
についても優良遺伝質の保存につとあ，間伐木の選定涯

当っても育種的見地に立って不良形質木の除去に主眼を

おくこととしている。従来の実験によって生長の速さ，

枝付や樹冠の大小，幹形などは巡伝的因子も域いに影響
することが判明しているので育成木選定の漂準として，

(i)生長の速いこと (ii)樹冠が比較的小さく桟が盃形
(acceptabletype)這細小(slender)であること（髄）
幹形が通直でああことの諸条件力遮り上げられている。

次に取り上げられた問題幟

、

《
悪

、

凸

一
望

、

’
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日下部：'スエーデンにおける赫ﾜ着種とわが国における溌謬調の選送に関する諸隣擢
－

を作って集中的に事業を遂行するのである。

かく1-/て孫種林の設澄力埼すむにつれて，種讓配給区

域を作り樹種別に気候風土に適した種子を供給する様に

，する。採種林の設置は短期間になし遂げられるものでな
く計画通りに行っても25年はかかるという。

Jensen氏の鑓壷によればha当50kgとしても1000

町歩を必要とし．填当1000本としても125万本，広

諜調は15ha位でよい。

鍛五は精調菌林の造成'である。

これは癖反用母樹擁豊成の一環であるが種子を特別腫

逓陣れた優良個樹叉は母樹林より採取し'叉はその樹
の穂により接木苗を養成〆採穂林を作るの鱈ある。こ
の選澄方法については次節において述べる。た潅茂国と

異なるのは挿木により装礎系の育成を考えてL,るのでな

くr種子」鶉直を予定して，先ず麺林を作ることを主

眼としている。

喪するにスエーデンの予罰重的林業対策としては，僅良

母樹を育成し，優良母樹林詮作って，種子は優良母樹よ

り，種子はplus-standより，種子は精英採種林生りを

モットーとして遺伝的に偲良な苗木による造赫を鎧隆逢

ん堕しているのである。スエーデンにおける育種事業は

以上の蝶であるが.これは一般育種手段としては第一歩
であって進んで交雑法による侭良形質の組合巷による新

品種の育成，分離育種，人為的突然変異の誘発等の木賃

的育種事業は葦淀他の諸国と同じく成果を得ていない。

米のプレサーピボルの育種事業も1926年以来約30年

詮経過するが，なお実用的成果を挙げていないことから

見ても林木育種事業の困難性詮察せられる。

スエーデンに諸いては育穂の基礎的研究は別として手

のつけ易いことから初め育種と実際との結び付けによっ

て国内の林木遣伝質の改良に向って進んでいること!こ対

しては注目すべきこと･舌あって我国の現状誕照らして林

業撰術者として多大の敬意を表するものである。

（本節完）

二

国

一八へ一八一一一ヘヘーー

（26頁よりの‘つづき）

立枯病菌の侵入を容易にして被害を多くすると説明づけ

られそうであ為。しかし，このような土壌夢も，石灰叉
は榔凹と共に磯アンモニアを施せば，石灰窒素と同様

に立枯病はほとんど出ないという成績もあるので”単瀝

硫酸詩基にその原因詮もっぱら帰せられないようにも考

えられる。それは火山灰質土雛さは酸基の存在力;癖を

不溶性にする性質があると言ﾂつれているので，疏酸アン

モニアの立枯病に対ﾘｰる影響も間接に燐酸の問題に帰途

られるのかもわからない。

いずれにしても立枯病，特に火山灰地方におけるプザ

リウム菌に喪る被害の防除は，肥料の間題を無視しては

到底解決出来ない。土壌肥料専門家の一層の協力を鐙願

したい。

既に述べたように，ひとくちに針蕊釧篭苗の立絃病と

言っても，これに関与する病萄にはいろいろな寝瀕があ

り‘従ってその性質もそ汎翻し異なる。ここにこの猜気
の防除がむずかしい大きな理由があるわけである。リゾ

クトニア菌及びピﾁｳﾑ菌の鳩合に“＃水をよくしてや
り’有機水銭剤と銅剤を使りことによってまずまず防除

弧来る。しかしブザリウム菌の場合（私ども溌晨近明ら

かにしたシリ￥ドロクラヂウム菌も恐らく同じだと思わ
れるが）腱は特効薬がまだ見出されていないこどもあっ

てそう簡単にはゆかない。これには，種子消毒，土壌消

毒'卿凹,薬剤撒布などのいろいろ踵観点から総合的な

対策をたてて被害の軽減をはかる以外に今の処妙手がな
いというのが実状である。 （未完》

問開拓用地として売渡
しされたもので次の場

合はどう取扱うべきで
しょうか。

1．薪炭採草地予定地へ

植林する場合，山鉾経
営を合理化する手段と
して施業して差支えあ
りませんか。

’句

質疑応答
〃 .

ヨ

薪炭林として利用する錫合‘スギ，ヒノキを植林し
将来用材を目的としても遙或えありませんかb
(結局スギ，ヒノキを薪炭林と見る事が出来ますか）

右の場合造林補助申請がされた場合補助して差支え
ありませんか。 広島梁神石地方事務所武罵霞一

2

3

一
言

答1．開拓地売渡の際附せられた用途区分にしたが､っ
て，それそ熟読錨採取又は採草の目的にそうような 到底解決出来ない。土壌
経営がされ”ﾅればなりません。したがって，これら したい。

鰯熟鱒鯛鰐驚耀頴：畿欝藍鰯婁
として煎藻す為ことは許されまぜん。

2.． 広鶏灘と混生する純分については，個為の実状によ り’従ってその性質もそ1
って判定を必要としますが，少くともスギ，ヒノキを の防除がむずかしい大き
主として施業されている林分は薪炭林とは認透られま クトニア菌及びピチウムﾞ

り，有機水銀剤と銅剤鞍せん。

3． スギ，ヒノキ等の植称は目的外の利用であり，これ弧来る。しかしブザリウ
に対して補助金を交付することは穏当.ざないし叉， かにしたシリ￥ドロクラ
造林樹種謝薪薄を目的とした広葉樹であったとして れるが）腱は特効薬がま
も，補助金は公共的社会的な比重を顔簾して交付する てそう簡単にはゆかない

蕊篭識譲磯雛
（林野庁林政課） 27）塩田勇・未発表

炉
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大きく分けることができる。

菌鷺霧駕警臓患撰濡畜墓；
ように細菌類（>ミクテリア）という最も下等な磯生物に

よっておこる。樹病にも細菌類によるものもかなりある

にはあるが，樹病として重要なもので被害の甚しいもの

は，細菌類よりも，ずつと高等なかび(勧類（これ詮糸

状菌また職，菌類ともいう）によってひきおこされる。

かび類による人間の病気は割合に少<，しらくも，いん

きんなどの皮腐病がその例としてあげられる。 ‐

人間の流行性感ぽぅ(冒)，トラコーマ，などの病原は

パイラズ（ヴイルス）だとされているが，このバイラス

とよばれる一群の病毒による樹病もあり，また，ぱいど

’<(梅議)，寄生虫病に相当する微細な動物による樹病も

ある。

私どもが悩まされる樹病I潅鶏生のもの力珍いので,
いき鈴い話はこれらに重点をおかざるを得ない。しかし

最近伝築病でない樹病もかなり目につくようになったの

で，まず非伝染性の病気についてひと通り説鴎してから

伝築病を述べてゆくことにする。

非伝染性病害

非伝染性病害というのは病原が生物ごない病気窪総称

するもので，これにはいろいろな原因があげられるが）

次にその2，3について説明する。

1．カラマツ稚苗の紫色化り カラマツまき付床

に，秋仁なると苗の葉が紫色に変るのはしばじぱ目につ

く現象である。そして葉が紫色に変るような苗は概して

生長も不良である。

この原因は少くとも二わあるようで，その一は，立枯

病菌によって根が腐敗した場合であり，その二は土壌成

分の欠乏による場合である。このエ5に針葉の色が紫色

に変るのはカラマツ苗に限ったことではなく，マツにも

よく認められ,‘又我が国だけではなく諸外国でも報告さ

れている鋤。これは燐酸欠乏の際普通に紫こる病変で，

新芽や上部の葉ば緑色であるが＞その他の針葉は紫色化

して，やがて葉には枯死するものも出て来，更I匡苗は生

長不良でい(萎)縮したようになる。

この対策としてば燐酸質肥料を充分に施すことが必要

であるが，土質によってはいくら過燐酸石灰などの肥料

をやっても，すぐに効かなくなる場合もあるから，卿巴

の方法を工夫しなければならない（後述)。また葉力鍵

色に変ったからといって，あわてて多量の燐酸を与えて

やっても，回復がそう早いものでほない。
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I

はじめに

このたび「樹病識座」と題して数ヶ月間本誌に筆をとる

ことになった。しかし私は系統だった樹病学を講義する

つもりはなく，また限られた紙数で出来るわげもない。

私ども力樹病の話をする場合に,相手によっては非常

に難解に感じられるらしい｡そﾅは樹病の｢事柄｣がむ
ずかしいのでは決してなく，用語が耳なれないことによ

るものであろう。まして病原菌には篇簿な毒霞を除き，

い劇つゆる和名というものが雄いため，学名（ラテン名）

そのままを使用することが多v､妙で，一層近づき難いも

のになっているようであ患。

編集部の涌望もあり，特殊な専門用語（テクニカル・

ターム）及び学名は最小限に止め，なお末毒美の研究結

果も織り込んで話を進めたL､と考えているよそれで，ま

だ研究がゆきとどかぬため，明快に認男をつけることが

できないこともあるであろうし‘また私の想像の域を脱

しないこともあることと思う。 同謝盲講座｣という立派

な看板に誇りあって誠に申訳ない次第であるが，「樹病
α

雑話I程度に読みとっていただきたい。いささか系統立

った認述は拙蕊｢樹病」（潮磨謁店発行）にゆずり，こ

こでは樹病について,そこ噂かとなく雑話を綴ってゆく
ことになると思うから，その点はあらかじめ了承してい

ただきたい｡

樹病の原因

瓶ども人間の場合と同機に,樹の病気でも次から次え

とJうつってゆく伝染病と，そうでないものがある。それ

で，その原因によって樹病を侭染病と非伝染病の二つに

二

ヘー

k
－

ｰ

~-／

1）伊藤一雄（1952)．職縮，4

2) DAvrS,W.C.et"Z. (19!C.et"Z. (1942)．mS.A.C・C_C.Forst.PUb、9, 1
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伊藤 ： 樹 病 講 座 （1）

2．スギ苗の針葉赤変病3） 晩夏から秋にかけて

スギ苗の葉が赤桃色の美しい色に変ることがある。非常

に目に影つき易い着色を呈するので，よく知らない人為は

赤枯病ではないかと思つで心配する。私どもは数年来こ
れにjついて多くの鑑定依頼を受けてい愚。まき付苗にも

出るが,甚しい被害は床替苗で多く認められ為。

この病気の特徴は苗の下部の葉から変鱈散る場合が多

く,－巻はっきりしていることは葉は櫛Eした掲色では
無く，みずみずしい美麗な茄継色を呈することである。

甚しいのになると苗の上端の部分を除き，縁とんど大部

分の葉が赤変してしもうことも珍しくないお赤変した葉、

は枯死する場合もあり，また翌春になって，もとの緑色

にかえることもあるが,苗全体がこのために死ぬことは
鰹無いようである。

この病気は堆肥の侭､かた力捉らない苗畑雁多発し，

また酸性の強い土蕊にも出易い。私はこの原因は何か土

雛成分の欠乏によるものであろうと考えて来たのである

が，最近宮崎博士はマグネシウム欠乏症壱はないかとい
っておられる。酸性の麹､土壌ではマグネシウムが不溶

性になるものらしく，従ってこの病気が出易くなるわけ

である5．その故か，酸窪と鍵には石灰左施すことによ

ってこの病気の出かたが著しく少くなる｡のは事実這あ

る。

硫酸アンモニアのような土壌を酸性にしやすい肥料を

使う苗畑では石灰を施してやり，茨た卿巴を充分胆使用
すればこの病気が出るのを防ぐ鯵ことが出来る。

3． ス､ギ苗のむらざ善(紫)病(俗称) -W年
のことと記憶するが,全苗連の斎藤正主事力蘂内して茨
城染のある苗木業署力蕊をたずね,次のようなこ･とを話
した。「ここ1，2年スギ苗にむらさき病が大発生し，も

のすごい勢で伝染し，苗を次から次えと枯らしている。

これは床替苗で‘もう山出してよい優良苗に多く発生す
る傾向があり』昨年はトラック蝉数台分の苗木を山のよ
うに額んで焼却処分し起何でも古老の話によると，こ
のむらさき病が出るようにたるときは，苗不足が解消さ

れる時と一燕するので，苗の養成をやめろということな

そうである。ところでこの病気を防ぐにはどうしたらよ

いであろうか」･と。

私はこのむらさき病なるものを全然知ら底いので，い

ろいろと聞いてみたが, f毒謹病とほどうしても恩わ鮒,な
い。しかしその業者は「いや伝辮青にまちがいない｣.と
いうので，「標本を多数届けてもらってからよく調査す

苓

毒」と答えて引き取ってもらった。

やがて届けられた標本をみると,葉の大部分力鍼紫色
を呈して大変美しく，まさにむらさき病の名にふさわし

い。針葉’根その他について詳細に調べたが病原体らし

､､ものは全く検出さｵむず,伝染病だといぢ証拠は一,つも

出て来ない。それでこの病気に鯛つた苗木強実験苗畑の
一隅に移植して観察を続けた。

移植後の経過麹みると，紫色を呈した針葉と小枝は穂
死して灰褐色になったが，緑色の部分には変化勧錘らな
い。翌年になって出て来た新しい針葉及び小校にはいさ

さかの病変も認められず，病気は完全に癒ってしまっ

た。そしてその附近にある多数のスギ苗唱このむらさ

き病が伝染した形跡は全くない。このことから茨城県の

あ葛地方で′むらさき病とよばれて大きな被害を及ぼし
た病害は，私の予想通り非伝染性病害の一に数えてよい
ようである。

ではこの病気の原因は何であろうか？一言にしてい

えば多くの因子を含むいわゆる気候風土に帰稚ら熱るこ
とになるであろう。このむらさき病のような甚しい被害
はまだ他の地方にあると聞いていないので，こｵしを風土

病だと片づければ簡単であるが,私I表この原因臆二Fついて
少しく考えてみた。この病気の多発した茨域県のある地
方の業者は数年にわたって連作を行い，化学肥料をもっ
ぱら題いて堆肥などの有機質は殆どやっていなし､よぅで
ある。それに,若しもこの地方の土貫勤轤殊な性質謹持

、

つものである.とすれば，連作と獅恩による土壌成分の不
均衡叉はある成分の欠乏は当然起り得ることである。業
諦乳､うよ･5に｢苗木が余るようになればこの病気御剃
る｣事実と,病苗を他の条件の違った土雲に移植するこ
とにより，この病気は回復Pすることを考え合せれば，そ
の原因を土壌に求めあの力撮も無難のように思わｵ略。

認にはこれより進んでこの病気の原園を窮確にするこ
芝は困難で,土調悩料及び植物生理の専門家の手を煩ｵ〕
すより外ないと思うが，とにかくこの病気は業者の人達
が考えていたような伝染病でないことだけは確かであ
る。

4． スギさし木苗のぽうしゆ.(膨腫）病〔いつゆる

根頭がんしゆ（癌腫）病〕鋤 さし穂先端の切口附近に
こ鐸(瘤）が出来て発擬しない現象はかなり古くから知
られていたものらしい（第1図)。戦僕駄田営林局では
苗木不足を早急に解決する一つの方法として，さし穂な
造休木からとって菱苗したところ，その70～80％にこ
の病気が出て大きな問題になった5)。 ‐
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伊藤 ： 樹 病 、 誰 座 （1）

この病気の原因につい

第1図スギさし木苗の 私どもりの研究によつ

ぽうしゆ病 て，この病気ほ果樹などの
根頭がんしゆ病菌とは無関係に起り，全くさし穂自体の
生理異常にもとづくものであるということが証明きれ，
また秋田支場佐藤技官期の成績は，私どもの研究結果を
間接的lこではあるガ雲付けした。

‘こぶ苗の出来易い，出来難いはスギの林業品種によっ
て差があるらしいし，また樹令によっても差判ること
は事実のようである。秋田営林局が発生地であるとされ
ている，さし穂採睡用台木は誠に合理的なもので，この

台木からとったさし穂にはこぶが甚だ出来難く，出来て
もその割合はきわめて少L､。 20年生以上①成，老造林
木からのさし穂にほこの病気が非常に出易いことも事実
である。

さて，この病気は病菌によるものではなく，さし穂自
体の生理異常によることま歪は私ども淀よって明らか腱
されたのであるが，でほどのような生理現象茜兎こぶを
作って発恨きせないのであろうか？ ′これについては本
場四手弁技官、のボル壬ン過多症説がさきに出され，憲
た溌近は京郡支溌溌下技官'りら囚発綻隈翠物質説が公に
された。森下鑓盲らの説は2，3の実験をもとにしたも
ので，仲冬面白い喬展澄些思う。要するに森下説はさL
穂が何かの条件のために，それ自身莞隈を阻害許る物痩
を含んでいる場合に織根が出ないから，あらかじぬ処置

を行ってこの発根阻害物質を除去し莚からさせば‘よく発
根するものである，という風に私は読みとった。

森下税は｢発根しない」というところに重点を論いて
論を進めており,‘また四手井説は「こぶが出来る」とい
う点を考察の根拠にしているようである。でほ「こぶが
出来る」ということと賑が出ない」ということは独立
した別玲のことなのであろうか？私にほど5．も別奇の

現象ではなく,相関連している事がらのように患われて
ならない。四手弗氏のrホルモン」といいう森下氏の

、暁根阻害物質」といい，広義の植物ホルモンと解して
はどんなものであろうか？森下説と四手井説は今のと
ころ相異なった基盤に立っているよ5に見える鵜この
両説ガ融和した暁に，この病気の真の原因が明らかにさ
れるのではあるまいか｡森下技官らの今後の実駿と理論
の展開をﾒﾕ,､挺翻侍したいと思う。

伝染性病害
・工・土壇病害

病菌が土壌ゐ中に住んでいて,植物の主として地下や
地面に近い部分力堰される種類の病気を土壌病害と言
う。これにはいろいろの病害があげられるが,次にその‐
主要なものを2，3述べておく。この種の病気の防除は
地上の枝葉に鼈こる病気の場合とは全く違今だ処置をと
らなBれぱ効果力無いので一括して述べ渉方が優荊だと
思われるからである。

1． 針葉樹稚苗の立枯病 これは我が国にも相当
古くから広く分布していた地のらしいが,終戦後私ども
が手がける‘までこの研究侭ほとんど行おれていなか牌つた
といってよい｡北島氏の脅箸動にも旧1つが国で行われた
試験研究渤式無いから米国の報告をあげておく」と述べて
いる程であるq

ところで鍵蕊蕊醸舞業力職んになるとともに私どもが
苗畑猿祷の実勉調査を行うに及んで，その被害の多いの
に麓ろいた。それよりも一履驚ろいたのは，これが病気
であるということが，一般にほとんど知られていないこ
とであった。ただ「種子をまいて謹言して来た稚苗渤鞘
えてゆく。た墨ん虫だろう，種子が繍迩たんだろぅ，
竿バツの害だろう」くずらいに簡単に考えられていたので
ある。

《
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北島篝三(1938)．樹病学及木材腐稀論’72．
佐藤敬三(1930)‐東大演習材翻, 10(II),1.
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伊藤 ： 樹 病 識 座 ．(1)

これではならないと思って溌どもは，この病気の重要
性を認識していただくためと，いき一つばこの病気を少
しでも少<するためにとの微意から一雷鋤をものし，ま

た機会あるきとに簑伝啓蒙こ郷つとめた。

その後わずかに数年の窺在で隙どうであろうか？そ
う教育のありそうでもない，苗畑の小父さん逮勤毛陸
枯病のブザリウム菌，リゾク'トニア菌」などという講釈
を逆に承って恐ｵし入ることも一再ならずあり，蓑たこの

まど病気の予防の一方法として私ども力鋤めた種子消謡ゞ
こでも行誹つれるように癒った｡それ･まで淋業方面では種
子消毒などということ職,椎とんどどこでもやられてい
なかったといってよい6隔世の感とは．ま･さにこのことを

,さす言紫遥はないだろうか。

この病気に最も罹り易い針葉樹はカラマツ'アカマツ，

クロマツ，エゾマツ,‐トドマツなどで，またスギ，ヒノ

キ，サワラなどもかなり大きな被害を受ける。

鯖徴〕 この病気ば種子の発芽当初から,苗がか
なり大きくなる霊壱被害を及ぼすもので》苗の生育段階
や病状によって次のように区分され患。

（1）地中腐敗型地表下で種子が発芽して間もな

く，その幼根が病菌に侵され,地上に現われる前に枯死

瞬瞬患ものである｡種子を雀き付けする前にあらかじ
め発芽率を検定して,種子のまく戯をきめるの朧一般に
かなり以前から励行されている。ところが検定した発芽
率』こよって適当と定められた種子の趣をまし嬢にもかか～

わらず,実際葦き付床に瀞する苗の数力罐しく少い場
合がある。こんな時には「あの冒誇検定はあてになら厳
、､｡たぶん莞芽率嬢力鵜りだったろう］〈.らいりこ簡
単に片づげられてきたらしい。しかし癖換這力魂量し<
とも，地表下で病気涯罷ってしもうことがあ湯から，そ
.の罪を検定"不;函潅にか蕊せるわけにはゆかない場合も
ある。

（2）倒伏型発芽して地上に現われてから，稚苗
・の地際に近し窪の部分がく槻'Lて糸のように細くなって
コロリ，．戸リと倒れる型で，注意さえすれば墨も明瞭

誕〉また著通砿二認鍾られる病状であ霧。倒れた苗I勢やが
て腐敗して姿を消してしも弓。それで時日を経過した後

．では，苗が倒れた床面ば禿げて地面を露出し，大小様燕

．の穴をつくることになる。これは苗がごく幼い時代にお
こるも‘のなので蚕7月頃以降Iﾛなるともはや認め録しな
．ぃ。まき付床に出来た禿状地面を指して「あれほどうし
たのですか。発芽しなかったのですか？」と問うと，

「いや,発芽はよくし童したが,いつの間にやら済えて
しまいました』という答をきくことが多い礫2函。

第2図アカマツ倒伏型立祐病

（3）首腐型発芽後苗力趣上に現減bる前後に手

棄や幼茎上部力渥される場合,及び地上に環われた後に
趣晶なときには苗の上部識湾青することがある。これを
一一一≦ -ゞ -：首涙型とよぶのである｡一識に催を

蕊i'：

翻病識篭監修筆勢雲蕊墨
は秋になって葉が紫色に変る。旱バツ力統くと苗は枯死
するもの力縦,々と出るαこれほ曇天あるいは土壌中に水
分力珍いう罰ま,たとえ根がかなり侵されてもどうやら
生きているのであるが，旱天ガ蟻<と葉から蒸散する水
分の激ば著しく多くなるのに，一方かんじんの根力轤っ
ている輝ら，地中から吸収する水分の鍵が少いため′こ
こに吸収水分量と蒸散水分量との間の均獅力轆られで，
苗は枯死してしもうわけである。

（5アすそ（裾)膳型これば苗がかなり大きくな

って木化してから認め底ｵ1>るもので,茎の地際附近酋籟
に侵されてf巻き枯らし」状になって枯死する場合や，
また地面に近､､葉がやらｵしる場合がある。これらに緯病
菌の菌糸がクモノ蘂伏腫から叢りついているの添しばし

一
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伊藤 ： 樹 病 講 座 （1）

ほ認められる。土ばかま（袴）の附着はこの型の被害を

甚し<するもので，すなわち士で包まれた部分から菌が

侵入しやすく，咋羊は降雨も壷づいたため，刺I地方な
どで大きな被害をもたらした。，

これまで述べたように，ひと口に立枯病と言っても，

その病状にはいろいろな型があるわけである。これらの

型が各埼明瞭に，また個冷別兵に現おれる場合ももちろ

んあるが,根腐型,すそi灘型,首膜型などは同一の罹病
苗に同時に現われる筵とも少くない。

4年程前のことであるが，名古屋営林局管内久為野営

林署からカラマツ被害苗の病蕎鑑定を依頼されて，はた

とと”つくしたことがある。というのは，識まそれ･まで

全く見たことのなり病状だったからである。それはまき

付カラマツ苗の茎の地際部が異常にふくれてこぶ状を呈

し，苗の生長は不良となり枯死するものもあるというの

である(第4図)。いろいろ調べた結果,､そのふくれた部

その後北減首ﾀ瞳箇所からこのような病苗ガ認の手元

に届けられ，その病因，対策などを間われ潅今霞での

どころこのような病状はカラマツ苗に多く出ることガ鈍

られており，他の針葉樹ではトドマツにわずかに見られ

た程度である。

3年前に私力輔書調査のため北海道に漣つた際,ある
営林局の種苗係の人から，えらく丁重な御礼を言われ，

一寸何のことか思い出せう溺つたことがある。よく話を，
きいているうちにやっと事情ガ電つかってきた。諦牢，そ

の営林局管内の，ある苗畑のカラマツまき付床に必この

ふくｵ1型の病害漆趨昔生し，その原因,対策を求めてい

ろいろな権鱗者にたずねたがどうも明快な回答が出な

い。猛烈な伝染病ならば思い切って直ちに処分し底徹ｵし

ばならないがさてその病因がわからず大間題になった｡

それで，いよいよ困りはてて私の処に標本を送って意見

を求められたわけである。私は上に述べたような幕柄で

今更あわてて処分する必要はなく，しばらく纒過をみて■

からでも決しておそくない，という意味のことを回答し

たらしい（らしいというのは，私にははっきりした記鱈
がないからである)。それでは，というわけで，こぶ苗

の焼封唾を見合わせて，翌年床替を行ったところ，大

部分の苗は治癒回復して立派に育ったのである。浬に床

善後の写真を見せながら「この通り病気はな諸らて健全
に育っております。お蔭様で数十万本の苗を焼却処分ぜ

ずに済み,零1･画通りの謎苗が出来そうです」と言って喜
んでし'た。

このこ患苗の成因は私の説明だぽで解決されたわけで

は無いことがその後になってわかってきた。それはネキ

リムシ駆除のためにBHC水和剤を撒布した場合にこぶ

苗が多く認められるということである”ﾕ6)｡BHC水和
剤がカラマツの茎の地際部lこ付着し,この麹Iの刺戟(一

種の篝害とみてよいであろう）によって，ふくらんで来

るのではな1,,か，とのみかたが出て来た。これは充分に

あり得ることで，蕊Iの刺戟によって形成されるこぶは
やはり細胞の異幣分裂によるものであるから，この部分
は軟弱で従って嶽罫の侵入にも好都合なわけである。と
にかく，何かの作用によって苗に傷がつき；叉は勇識な

組織が形成され，この部分から嶽笥が侵入して，立柚病
の一笈型の癖伏が起こる場合があることは…ffI来ない
事実のようであ‘る。

〔病原菌〕 針葉樹稚苗の堂枯病をおこす嶽萱はいろ
いろあるが，リゾクトニア菌依〃吃“"\鋤，フザリウ
ム菌(FzJsw･jwzz"),ピチウム菌(P,雌f御鋤がその主な

一

,三

分から立械病の病原菌であるフザリウム菌(Fws""")
ゴｰ…,
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一第4図カラマツふくれ型立枯病

とリゾクトニア菌(RMzoc""")を多量に分闇識出し，
中でもフザリウム菌力篭しく多かつた｡熟で私は次の
ように考えた。何かの原因で菫の地際部に傷がつき，こ

の部分から立枯病菌が侵入した。茎の中に入った病菌が
急速に繁殖す為場合には倦き枯らし」状になって枯死
する。しかし侵入した菌に対して苗木が抵抗力を発揮す
る場合には，ここに苗と病菌との攻防が行われ，苗自身
は患部を治癒しようとする繕果，その部分に異常な細胞
分裂が行われてふくれあがる。それで，この病状は立枯
病のすそ腐型の一錘lで，いわばふくれ（瞬も）型とで
も名づけられてよいものではあるまいか，と。

β

一

’

一一

15）飯塚達児（1952)． 日本林学噌会捨識砿謹, 16i
l6）井上元則表発表
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伊藤 ： 樹 病 識 座 （1）
一

もので，特にリゾクトニア菌とブザリウム菌の被害が多

いo
、

リゾクトニア菌賦水分の多い土鯉て轤気をおこし易く

また気温が比較的低い時期に倒伏型恢害をもたらす傾向

がある。これに反して，フザリウム菌はどちらかといえ

ば土鯉がやや乾燥した場合に猛威麹ふる5．ピチウム菌

は針紫樹の稚苗に病気を諮こすことは割合に少いが，し

かし最近ではかなりの被害を及ぼした例詮みている。ピ

チウム菌は水はけ不良毒過湿の苗床で著しい病害をもた

らす。 ．

酸は水にうすめて(1mg当20ccの濃確駿を150,~3200

倍の水にうすめる）まき付覆二E直後に，如醗で均一に撒

いてやるもの君あり，有機水銀剤は500～800倍にうす

めたもの左1m2当り2～3J土壌に撒くのである｡しか

しこれらはともに完全に土錘消毒解出来るほど有効なも

9;ではなく,最も効果漆あるのはブオルマリンあるいは

クロールピクリンであるが，この二つは薬剤銅高価であ

ることと使用法がややむずかしいため，ぜ1‘,ぜぃ温床か

まき付床の一部に使用畠来る〈・らいのものであろう。そ

してまた，鯛生の強い土壌や火山灰蝿錘に耐嘩を使用

することは思わしくないことも最近わかってきた。

炭がま."(窯）から出る木酷潅どの病気の防除に使つ龍
記録が外国にあることは既に私は紹介しておいた期｡最

近浅川分室野原技官ら鋤はこれを談極的にとりあげて，

蕊るべき成果をあげている。まだ検討を要する点もある

やに思われるが，ある種の土壌では効果の著しいことは

事実で，手近かに木酷がとれるところでは試みてよい方

法壱あるから』次にその概要を記しておく。

まず，まき付床予定地の土壌の水素イオン濃度(pH)

を調べ，このpHを5になるまで木酷液を撒いことやる

の‘雷ある。すなわち,基肥を入れ床造りを済ませた床面

に，まき付7～10日前に木酷液(総酸としてI7～8％

含有し，この5‘ら醗駿は5％前僕，ﾘ騨駿は約1％）を

水で3～5倍にうすめて如露で均一に撒くのである。

1m2当りの施用量は，二錘の性愛，含水麓などによっ

て，いちがいに言えないが，一例詮あげると，原土pH

5.4の，ある苗床で, pH5にさげるのに5倍仁うすあ

た木鯖液を1噸当8,J用いて好結果をあげたことがあ

る。

（2）穂子消毒種子にはいろいろな菌類が附着し

ており，それらの中には立摘肩をおこすものもあること

力雛認されている鋤bそれで，いくら土雛消毒を完全に

したところで,種子に藏雪がついて土壌に入ったのでは

土壌消毒の藩がうすくなる。これが種子消毒を行う菫

なる目的である。逓年まで剃詩面では種子漉毒ほほと

んど行われてぃなかつ淀のであるが,立枯猪に対する認

識力繰ま愚につれて種子消毒の必要性もわかり，今日で

は年中行蕊として広く実行されていることは甚だ喜艤し

いむ

種子消撫に使用する薬剤は数多いが，最近では有溌水

立枯病をおこす病菌は

以上の3つ鋤譜通なもの

であるが，最近こ証'らの

外にも重要な病菌がある

ことが私どもⅣ)によって
分

明らかにされた。それは

シリ且ヘド戸クラヂウム

(CyZ"""jadi""sco･

力”""〃）という菌で鐸

5図)， カラマツその他

の針鯛鋤苗の立姑病を鎚

こし，病原性(病気をお

こす性質）も激烈であ

る。この菌は従来我が国

で黄花ルーピンの立祐病

をおこす菌として知られ

ていたものと同一で，最

'一（米気ツ）に同檬の病

~

■ロ

匡

第5図シリンドロクラ をおこす菌として知られ
ヂウム菌

ていたものと同一で，最

近米国でもマツ，ドグラスブアw－（米マツ）に同檬の病

気をおこしているとと力殿告されている18)b

〔防除蝉との病気の防除法の詳細については拙著'9）

を見ていただくとして，その要点と最近明らかになった

零篭鑑下嘉藍皇罵忌んで‘て,これ
が病気をおこすものであるから，病菌の巣である苗糊の

土を消毒してやること力錨決なわけである。しかし大き

な機械力を利用しごrご実施する米国の事情とは異底る我が

国では，かなり広い面識の苗床に小額の経費で行える効

果的な方法はなかなか見出し難い。経喪と作業の点から

みて実行出来る方法は』硫酸か有機水銀剤(ウスプルン，

リオ虎ンなど）の水溶液を使うことぐらいであろう。硫

一
二
一

勺

未多琶菱

Phytopath., 43,469
伊藤一雄･4野馨

COX,R.S・ (1953)

伊藤一雄（1950)．

野原勇太。陳野好之

佐藤邦彦・太田昇

17）

18）

19）

20）

21）

、

耕鐸技術シリーズ1,pp.24.

（1953)．森林鯲蔓ニュース，21，186．

(1953)． 日本凋諺蕊脆麦雛会誌，3，39

‐－－．25，－－
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伊藤 ： 樹 病 講 座 (1j
－ －

銀剤が普通に用いられている急種子消毒用有鰻水銀剤 なら踵いうち膳行わなければ意味力無いであろう。
（セレサン』 リオケンダスト）は務剤で種子の表面に附 （5）輪作農作物では連作すWLば収穫皆無にひ

蒲し易いように蝿されている｡使用法は,種子1kgに とし<なるものがかなりある｡林業用樹種ではそんなに
対してセレサン叉はリオケンダスト]蔵~209の割合で ひどいものは少いが，しかし連作はなるべぐ避けるべき
種子の表面にま鎧して，そのまままき付けすればよいの である。ス.ギには建作の害は比較的少いが，カラマツで

である。 はかなり箸もい･カラマツは是非とも連作をさけて適当

多雪地帯では種子を秋まきすること力姓為ある。山形 な作物と組合せた輪作をしてほしいものでおる｡．

県下でスギについて行った試験5蟻墾)によると，秋まき 連作の害，すなわち忌地（いやち）の原因にｼついては

する直前に，セレサン叉はメルクロンダスト（リオケン まだ詳細が不明で，ある人は植物体が自ら分泌する毒素

ダ蒸卜）で種子消毒を行った区は対照区に比べて翌春の による一種の自家中毒だと言い，またある学者億土壌の

発芽,稚苗成立本数力電し〈大である結果を得た。特に 微量成分の欠乏力尭のよって来る原因だと述べ,更に土

貯蔵した古い種子の場合腫は種子消毒の効果がすこぶる 壌中の微生物類が片よった繁殖をするためだと説明する

顕著であった。これほ明らかに種子消毒によって，主と 者もある。なおまた土壊病害をおこす病菌力漂単一の植
して立枯病の地中腐敗型被害から雀腫かれたためのよう 物が季ぞ存在することによって，霞すますその量を増大

･で,特に貯蔵種子で大きな効果を示じたのは貯蔵中に種 して被害を大きくすることによると，いう解釈をする人

子に立枯病菌ｶﾐかなり繁殖していたこと壷物語るもの毛 もある｡恐らくこれらはLずれも､､岳麹あ原因となり，
あろう。 処により，植物の種穎により，主たる原因の重要さに差

（3）薬剤撒布土壌消毒や種子消毒を行っても， 漆つくというのがその真相ではないだろうか。 、

これらは完全なものでは無いことと病菌がよそから運び （6）施肥この病気は燐酸がｸ鍾式ると多く発

込まれるため催,立絃病が濁る場合がある。その際には一生することは明らかな事実で,特にフザリウム菌の被害

なるべく早く発見して発病の初謝に，有機水銀剤（ウス →は蓋しい・このことは火山灰質土躍の苗謡でほ大いに重

プルン叉はリオケン）の800倍永涛液を，病気の出た床 福しなければならないoというのは火山灰質土壌では多

面の部分誼中心にして，床地力§謡．ぬれる程撒いてやる くの場合,燐蜘巴料を与えても短期間に不溶性の，植物

と効果がある。特に病原菌がリゾクトニア菌の場合には が根から吸収出来ない形に変化してしまうからである。

卓効な示す。なおすそ腐型首腐型などの被害から守る それで燐酸肥料の施しかたにヱ夫をとらず必要があるわ
ためにも時灸薬剤を撒いてやるこ_とが望ましいの遥ある け通あ鐙。それゆえ，これを一庭にやらずに分施すると

が，これには有機水銀剤の入った銅剤（たとえば三共ポ かまだほ充分腐黙した堆肥によく混ぜてから与えるとか

ルドウなど）が好適であろう｡､た龍じカラマツ苗は水銀 してやる必要がある。燐酸肥料の施用量よりも施用法に

剤に対する薬害に比較的弱いため，生育期瀧通じてウ桑 注意しないと「撫肥料は充分やつだが,立粘病がブ霊
プルンを8回以上撒くと，かなり顕著な薬害をおこすこ 生した」ということになる。

とがある”･ 次には簔質肥料で，この病気に膜らず侭かの病気で

（4）尿素葉面撒布根腐型被害にかか承って生育が もそ5であるが，窒素質肥料をやり過ぎることは被害を

甚だ不良なカラマツまき付苗に.最近流行の尿素蕊面撒 多くする｡窒素麹畷の種類(形態)力泣枯病の尭生に
布を行って』ある程度良好な成績芝得たという報告があ ，及ぼず麹も無視しては雄らない。カラマツについて行

る”。このねらいほお猪らく，根が腐っているの看，こ 、つた試験成績によると錨)36>，火山灰質土壌に耐謹アンモ

郡から狭分を吸収する鐙が“翁｡議し‘置葉から窒素質を ニア菱膨-ことは,しば'ぎぱフヂﾘｳﾑ菌による根腐型
供給してやって生長を促すと同時に，新に根を発生きぜ 被害を多くし，これ庭反して石灰鐸詮やった場合には

て何と力蛎気にかかった苗をものにしたい，というとこ 籾罎詞這わめて少なかったということである。これは一

ろにあるの遥あろう。蓑だその効果の掛ま何とも言えな 基酸性の強V城山灰質土築に磁酸アンモニアを施すと
い力§,経菱も手数も大してかかるわけではなし､から試み 繊酸亀基溌土壌に残って，これ力輯の生理に影響して，

てもよいと思う。ただその鶴ま何るぺく早く，秋おそく （19頁へつづく）

22）林識釜淵分場（1951>、林試秋田支場研究時報，1，23．
23）佐藤邦彦･未発表

鍵）横山八郎（1953)． 日本林学会東北支部大会講演

25）四手弁綱英･塩田勇（1950)．日林誌,32,蝋．
26）塩田勇・佐藤勲‐佐藤久男“52)．林試秋田鍔研究時報4，10

全，
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国有林企業の合理化について
‐

細 田五郎一

梗 概
句

争与

国有林の企業合理ｲ睦図るためには,先ず国有林の企業とその形態は如何なるも ‘
の力潅当であるか，これを明確にし，この企業と形態のもとに合理化詮図錫には計
画一実行一監査の三者が一体となって経営にあたるのが最適の秘訣であると考え， ；
現在実施されているこれ等の三者について，合理化すべき重要な点を述べたもの ；
である。’

即ち国有林に於ける経営計画は，経営案であるから経営案が早急合理化すべき林：
地林木の評価,施業方針，事業計画，収益計算，等について述べ，実行について I
は，予定簿編成の場合に於ける経営案との関係，労務者の集約利用と技術の向上，
事業形態の改善,国民生活に直接便益を与える販売管理の方法等について述べ,監
劃ま，経営案の「前案実行経過の批判」を担当し，経営案と同一年度に実施して， ・

その批判を経営案に謝宿とみ，実行上の不合理は，計画に於て是正し，是正された計

画に基づい蚕実行が安全に行われるべきであることを述べたものである。
．“ ．‐』

琴

”

民生活全体に及ぼす保護保全作用等の織眉な高庭に発揮

せしある公共性と,反面国家企業として経済原則にもと

づく最大の効果をあげなければならないことであるが，

このことは一に経営目的を明確にした経営計画に対し，

忠実な実行と監査に於てのみその成果をあげ得るもので

ある5｡、

従って,公共極と…“調整を図る繭提として先ず

企業の解釈左明確にし，国有林の経営は如何なる企業と

その形態に所属ずべきがを明かにし，更にこれらの企業

と形態のもとに』如何なる計画と実行並びに監査によっ

て，公共性と企業性の調整が図られ，国有林の企業が合

理化されるかについて私見を述べて，諸喪の御指導を仰

ぎたい。

I 国有林の企業

企業を大別､まれば濯企謡典ぴ公企業の二つに考えられ

る。私企業は更に二つの意味がある。その一つは機械，

設備』原材料等の華手段を私有しているもの，他の一

つはその経営が萱本に襲って利潤の追求，営利を目的と

しているも”であって。謹企業の「私jとは私有，叉は

営利的という意監のものである。これに対して公企業

は，一つは前者の謹的所有腱対する公的所宥であって，

国または公共団体の所有種ある。他の一つは営利的な経

営に対して公共的経営であって公企業の「公」とは公的

所有と公共的経営という意味のもの壱あるやこの点から

いえば，公企業隙国有蛍たは公共団体有の企業であっ

て，その経営が国霞たは公共団体によって，公共的目的

のために行われるものと観念づけられるであろう。

次目
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I. 序 文

国有林の企業合理化とは何か,国有林の経営は，糊I

会計制度鋤壊施せられた昭和22年度よりその鋳目は一

変した。即ち，経営の基本方針は，国有林野経営鏡程第

1条に明示されている国民の福祉を主旨とする公共性で

あり，更に,国有林野事諜渠調峰読法第ﾕ桑によ為企業
的に迄鱈しなければならないことで謬る。

一見この二つの相矛盾する諏濤にあって，二つの目的

を満足錘しめなBればならない国宥癖営の要求は,公

共性と企業性の調整によってのみ経震の目的力錘疵塗ら

れるものであろうo

しからば，公共性と企業性の調整鋤何何にして図るべ

きであろうか。即ち，国有林の経営は国土保全，国家資

源の培薙，林産物需給の調節及び価絡の調整,並びに国
－

錬着；秋田営林局
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細田：国有林の企業合理化について
－－

しかし,齢たは公共団体が直接所有経営ｻｰる事業に の国有保安作麗,別の表現をもってすれば,林業それ自
は経済外的な事業，（教育雲衛生事業等）があるが， 身はもとより，農業,工業，その他産業一設および国民

それは公企業透はない｡公企業であるためには,国の所 生活全体にたいする保謹保全という役目がある｣拳述べ
有する蕊業が直俊に経済的な目的を実現すると同時に経 ていることは，他産業にその類なみることが出来ない重

済活動を行っているものであって，この経済事諜勤鍾に 要な性格である公共催を主張しているもので，いまさら

企業性をもつものでなければ厳らない。企業性というの このことにPついてば改めて述べる必要もないが，なかん

は，私企業の営利性とは全く異なった経営の自主化，経 づく国有林の経営はその代表的なものとして公共性を第

営の合理化，または独立採算制，つまり計算単位化を意 一義としなければならないである弓。しかしながら国有
味するものである。 林の濯鐘は，他面経済事業として特別会計制度下膜あ

企業をこのように解釈すれば,国有林野あ経営は，そ り，:鐸的に運営しなければならない性楯を鍔ち,.この
の性質上，いうまでもなく公企業に所属すべきもので海 公共性と企業性の調整の統一こそ称業でも特に国有林の

る。従って，国有林の企業合理化を論ずる場合は，この 経営に於て強く要望されている性格であるが，この公共

前提を無視して論ずることは出来ないであろう。以下各 性と企業性を調整統一する場合,いずれを中心として考
項は，総てこの公企業を前提として述べ潟ものである。 ‐ えるべきであるか，このことは，官庁企業である現在の

Ⅲ企業形態 I輔I会計制度を持続すべきか,､あるいは公共企業態に切

公企業の形態は,官庁企業の形態と法人態企業の形態 誉るべきか蓮判定する唯一の鍵であると考える。
すなわち，公共性を中心として；経営の面に強くこれに大別されるが，官庁企業のうちでも，剥錨喧庁企業に

をとりいれる場合は官筒張業力植当であるし,逆に企業詞する一般会計の経済事業と,行政組織の一部であるが，

特に経済事業としてまとまつ我遊立の形で経営する自主 性を中心として経営する場合ぱ,公共企業体が妥当であ
化官庁企業とも称する特別会計制度の二つ力堵えられ， ろう。従って，国有林の経営は雷土保全，国家資源の培

現在の国有林の経営ば,後者の自却官庁企業である特 養,林産物の需給の調節及び価格の調華'並びに国民生
別会計制鹿である。これに対して法人態企業は公法人の 活全体に及ぼす物理的効用等の公共性を中心として経営
形態，特穂法人の形態，藤法人の形態の三種類に分けら しなければならないことは既に周知の事実であって’こ
れ，公共体の形態は公法人の形態か，あるいは特種法人 れ等の経営主体より其の経営形態唾考える場合は，現在
の形態をとるもので，一般に公社と称せられるものはこ の特別会計制度を持続することが，国有林の経営形態と

もて最適のものである5．もつとも，現在の官庁企業にの公共体の企業形態をさすものと考えられる。

礎って,公共体企業の最も発達した公共企業態という 於ては，その運営と能率性について兎角の弛判がある
のは．国が資本を投じ，国勃蛾員を命じ，国の企業的活 が，これは官庁企業としての自主性が政治上,行政上，

動を分担遂行する識自を持つと同時に，他面経済事業に 財政上の拘束を受け，経済事業態としての経営が自主的

属する能率鞠な組織をもっており，一般行政官庁では期・ ‐に活動出来ない状態腱あるためであって，こｵ'等の拘束
待出来ない経営上の弾力性ど自主性を実現するために経 より全く脱却し人裏上，経営管理上，経理上の自主化が

営上の誕任を保持しているもので産る。 条件とならなければならない。
かかる見地より国有林の経営は，官庁企業としての特 W経営計画

別会計制度をこの儲高度に能率化を図って持縦すべきで 国有林の経営計画は，各経営区毎に立案している経営

あるか，あるいは自主的な経営体のもとに公共性と企業 案である。林政が統一され御料林，国有林,道有林が合

性の統一なある程度合理的に実現し得る公共企業隊に切 併されて国有林となった昭和22年度より，特別会計制

替すべきであろうか。この問題は最近各方面で相当根強 度が実施されて以来既に6冷年を経過しよろとしている

く論じられているだげに簡箏に決定づけることは極めて が,特別会計制度に相応した経営計画が立案されている

困難ではあるが，これを解決するためには，浪本問題と であろうか。 、

もなるべき林業の性格を明かにしなければならない。吉 経営規程が昭和23年産に敬正され，この規程にもと

田正男氏が「グリーンエージj誌で，『国有林公社論検 づいて，経営案の編成要領力瓢部にわたって決定された

討」と題するうちの「国宥林は能率よりも公共性を」の が，その内観ま一般会計当時と大同小異である。艤別会

項目で論じでいるなかに「国有林企業の成立ば前述の如 計と-畠殴会計の経営計画が殆んど変りない状態に於て経
<所有権成立の歴史的関係に＄匙づくものであるが』そ 営案鋤編成されていることは倒,企業合理化の根本を阻害
れが国有事業として終始一貫してきたことは，高度の公 するものであろう。経営案力轤別会計に相応したもので

共性に支持されたもので.いわゆ為物理的森林そのもの なければならないことは,公企業として経済土,並びに
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技術上の要求左合理的に調整すると共に，将来性会的，

経済的状勢の推移と撲術上の発展を考慮し，確実に実行

出来ることを目標とし筵いるから遁ある。しかし，技術
上の問題は具榊勺に示されているので一応別として，経
済上の問題は,.損益計算によって経済成果を抽象釣腫表

示しただけに終り，と忽程大きな経済事業体である経営

の経済性について，具体的なJ反扱方針が欠けていること

は，一般会計当時の経営案の編成方針と全く変りないも

のと､､えるであろう。経演性に於て相反する糊I会計と

一般会計の経営言腫が,全く同一の状態に於て編成さ兼，

でいることは，経済事業棒である時別会計急無視したも

ので,企業合理化の根本問題を没却したものである。経

営薄型侍別会計に相応したもので賑ければならないこと
は，各専門的な事業の分野に於て，経済上並び艇技術上

の要求力経営全体の立場から合理的に調整され，経営活

動が統一と秩序をもって経営目的を達成せしめなければ
ならないからである。従って現行経営案の編成方針で，

抽象化している経営経済上企業合理化の根本である重要

な賭問題について述べる。

1．誕産評価

国有澗議業特別会計上資産として取扱っているもの
ば，国有称野事業特別会計令第8条に規穆きれているも

勺

のであって，固定蕊産，投資盈産，流動盗灌の菫鱈つに大

別され，これ等の資産に属す-る種類は30種に分類され

ているが，経営案はこれらの盗産について殆んど蕊扱っ

ているものはみあたらないようである。特に資産のうち

でも土地及び立木竹，即ち林地林木賓産は，国有林事業

の経営上損益計算に関連して最も重要なものであって，

しかも，他の賓産に比較して最も大きなものである。

、 これを適正に評価したならば賓産価格の99％以上を占
め，これより生ずる生長価’こそ経営の主体をなすもので

，あ葛。従って，生長価の増大を図ることが収益性を増大
し，経営の安全性を確保すると同時に企業を合理化する

最大の因子である。生長錘の増大を図るには確実な林
地，林木資産の数量と適正な評価が必要であるが，現行

経営案は，数量的艇は経菱の許す範囲の調査によって，

面讃と辮讃量が掲上きれて､､為けれども,これに対弗
価格の評価は全然明示されていない。

園有林経営資産の殆んどを占める林地，林木資産の価
格を明確にするこどは，経営上費産活動の実態を把握す
ると同時に，資産の高度利用化を図るために必要欠くべ

がらざるものである。林地，林木蕊産の評価は，種々の

公式によって一応計算は出来るが，いずれも実状にそわ

ない欠点があるので，如何なる方法によって評価脅弓べき

であるかは，浅学の筆者は勿論知るべくもなく，適正な

評価方法は，その道の専門家によって今後確立されるこ

とを切望するものであるが，それまでの期間中林地，林

木賃産の評価なくしては，貸借対照表と損益計鍵の適正

な経理が不輔目であって，経営の損益とその原因を的確
に把握することが出来ないであろう。従彫って，経営案に

於ける林地,林求資産の評価は,財産税法の山林立木評

価方法とその他二，三の方法があるが，一応暫定的に簡

単でしかも上罐的合理的な国有林野整備評価些準を，一

部修整して利用するの力轤当であると考える。

すなわち，この評価は泳地と林木を解体し，夫為に評

価してこれを合計算定するものでその概要は次の如くで
ある。（詳細は26林野第14488号参卿

（1）林地

イ．近傍類似の民有称の地価乾韮準として，夫鳧の

地位級別指数及び地利級別拷数の相乗識によって求め

ノ

塞
一

る＠

F=薮×÷×号
F…･国有林野の林地価額 ，’
F'…･近傍類似の民有林野の地価

s….国有林野の地位級別指数
S'･ ･ ･･近傍類似の夷有林野の池位級別指数

L….国有林野の地利“I指数

Lﾉ.. . ､近傍類似の民有林野の地利級月鵬数

戸．地位級別指数

蜀
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〆

（2）林木

イ．経営案で定めていや伐期令以上の林木の価額
は，市場価より事業費を控除する次の算定式による。

x=f(-r手金F-B)
〃

X･･"立木革価 n．…溌本回収期間
A…製品の市場価緒 p…金利率
f….利用率(生産歩合) r･･ ･･企業利率
画．経営案で走蓮ている礎期令末澗の林木の価額は

次の算定式による。

、
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℃

刺冷10～15年崖までの幼令林(人工林） ぴ収益最多の伐期令を関連をしめで，資産カミ農高度に活
H"f=(V+C)1.0p"膜一V 用され，しかも実行力熔易である作業霞′伐採種を選択

Hwp ･ ･林令、年に溝ける林木費用価 ， しなければならないであろう。従ってこの選択には’あ
C…造林輩V…管理費P.…利率 らゆる角度より検討しなければならない‘びで'数字をあ
林令10～15年生以上侭期令未満のもの． 』 げて明確にすることは盗料ｶﾐ不充鐙めため明示すること

A\J c)-･｡ 低出来ないが,充分な保育によって生長驫蓮塘大さ強短
・ 伐斯会を採用して，一般需要者の窪する直径30cm前

Ai…･ i年に於ける林木価格 後のものを生産供誇fることを予想するならば,用材林
Au ･･伐期令 c､…再造林費 皆伐作業を主体とする施業法が有利であると考える。
i ･･･求めようとする林分の林令 次に躯業法を統一した森林経理方式で菱》るが，これ庭

以上は概妻蓬ある漆，②戸の幼令林は，10～通年生 最も関係の深い保競昏鰄は，現在面穣あるいは蓄積と生
（人工林)位までは保育費を授尹るので,これを費用価 長量が基準となり,蓄俄の維持と収穫量が鏡制されてい
で計蝉するのが妥当遁あると考え別に計算することにし るが，この華準には森林自体09物理的効用の因子が,､具
たことと，伐期令を.一応経営案で定麺たもの左適用した 体的にとりいれられて､、ないのである。このことは，国
が,森林法による適正億期令級をとるべきであるか,あ ．民生活に及ぼす保悲保全の役割が誰ろそかにさ流,林業
るいはその林分の平均胸高直径によって可，画の適用を が国民生活の基礎龍業として認識を弱めている一画であ
区別すべきであるかば研究を妻ずるものである。 ると同時に，森林経理上の理論としても，次点であるこ
2．施業方針 とを認めなければならないであろう。もっとも物理的効

蕊灘鑿饗竪灘唐繍亨澱'震熟駕識驚鰯繍篭:鴛
採,造林等の施業法ガ鞄織づげられて，統一した森林経 れだ研輩跡鐸専門家は勿論，一般国民が納得するもので
理方式によって施業方針が決定されているが，この施業 はなかろうし，頻々としておきる風水害ほ，潰隆I治水事
方針を決定する根本問題は,林木蓄積(資産）の維捧塔 業の急務に拍車をかけている今日’舞府罎方式の合理
菱と，それより生ずる生長量(生長価)の増大を図るこ 化が,畠宥株の企業合理化の重要因子として,早急に解
とと，これに併せて森林自体の物理的機能の活用による 決しなければならない問題の一･つであろう。
林木盗購の高旗利用化である。生長愚の増犬と林木資産． 3．事業計画

の筒度利用化滋図るために尋も問題となるのは樹種,作 経営案ゐ第一分期指定が確定すれば,‐その指定によつ
業種,伐期令であって,資産の活用度を高めることは生 て伐採される収穫篭は‘立木処分量と直営茂癖が区別
長溌の増大を図ることである。従って』 そのために樹 されて'そｵ&謝し事業計画蝿でられているが'立木処
種,作業種,.侭期令は如何なるもの力雲当であるか鑑ま 分は事票鞠には一応問題外として,事業諦画の主体をな
たこれと同時仁，物理的鐸旨が保持されるか否かが施業 奇直営f溺亀は，企業の収益を童隊する重要な事業であ
方針に明確に示きれなければならない楚あろう。 る。従って，この計画は, f癖個所毎に立地条件を詳細
樹種の決定は適地適木を第一要件とすべきであるが， に課査し，如何なる事業形態によって実行すること力騒

‘ 必ずしもこれのみにて微需要を満足せしめることが不可 も有利であ愚かを検討し,それぞれの作業種類別腱作業
龍“為と考えられるの筵,需要度の順位を定め立地条 工程がその儀実行出来るよう計画すべきであるbたとえ
件を勘案して，出来る握峨生長童の大なる経済的な樹種 ぱ,，鴎木造材は現地毎に功程を詳細に調査し，これに要
を選定すべきであること“亀うまでもない。作業種は， する銭務者数と経費,林地運材の方法は土鶴雪橇,集
経営鍵僅56条に用材林作業,薪挨林作業,中林作業， 材器その他等それぞれの方法を比較検討し,その錨者
竹称作業の4癒類に分けられ,用材林作業催更に択伐， 数と経蓋， 蓑たその他の陸上運擬に於ても同檬森林鉄
漸伐，皆伐の三つの作業に分けられ，57条壱は地況， 道･軌道’トラック′馬車’馬鋒あるいは流送等の

《
“
一

画

一

《
⑪
画

林況’樹種'集約度及び紘業制限の要否等を検討して定 うち，最も有利な搬出方法と事業実行に必要涯識職
めることを規定しているが,これ等の四つの作業寵のう を,具体的に実行力轤査出来るよう経営案説明書の月柵
ち薪炭林作業と，竹林作業は大体特種的な作業種である として裏業計画書を作製すべきであ馬。

ため，経識勺な観点から姥議して論ずることが出来ない このこと億“ひとり直営髭採のみならず土木事蘂造
溌'中林作業と用材林作業あるいは用材林作業のうちで 林亭鶏販売事業,穂苗事業,その他主なる事業につい
も択伐』漸伐′皆伐等の比較が生:電の増大と収穫撤及 ても同擬であぁが,現在の経営案をみれば,施業佳組に

一一参30－一二緋
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率によって，その活動が活溌であるかどうかを明かにチ

る外,商品即ち製品，椎茸，苗木等：こ没ずろ資本の回転

速度等詮明示して’経営噸全性を鯛確涯し,損益計算
書よりは，欄礎対総資索比率,総益率,経営純益蒲売上
高比率等あるいは溝成比率法によって，損益計算書の溝
成部分を慮扶して，収益職を確立し，更爬細郁的に原価
経済性を引上げるため，主とする事業について個所別に
見込原価計算と見込総原価を明示して，事業実行の擴鉾
を与えると共に経営の健全性を確立しなければならなL、

であろう。

V事業室行

現在の国有林事業ほ，経営案iこもとづいて事業毎に
10ケ年計画書及び3ケ年計画書を作製し，更Mここ熱仁も

懸繍譲慧譲総露難
行の着手前にこれ等の計画書を作製して，自後の経営の
安全と収益性の見透煮もつで実行しているである･5かb

もっとも現在の経営案は経営計画の項に於ても述べたよ
5に,森林の生態的関係,即ち施業方針については，細
部にわたってかなり具体的に内容づけられ,ているが，事
業計画りこ於ては，全く概略的で，しかも，'各事業間の惹
綴的な関連栓を欠いている結果艇よるもので′このこと
については去る7月行われた経営，事雲両部長会議の諮

問事項の説明のなかにも，「各種の事業計画は経営案が
ら遊離してしかも綜合性に乏しく，そ砿施もまた必ら
ずしも円滑とは言い得ない」更に縦けて，「目下のとこ
ろここに今後の国有林経営上関心を要す鍋重要な一問題
点があるとぶえようrと指摘してい患②は，とりもなお

さ菱計画と実行力謎識してい愚原因唾追求し,これ蝉対
する方策粒求めているものであつで，国有総企業を合理
化する実行上の重要問題がふくまれている。

国有赫雲業の主なるものは，収穫事業に催じ雲り’直
営伐採,瀧遣』販売,造赫ｧ種苗，椎茸等の諸事業種あ
る。こ淑等の諸事業は収睡蕊業を中心として，それ易誘も

有棲的な関蓮をもつで前年庭末惣二予定簿を作製し，これ
によって筵れぞｵ1事雲f詞-るの･電あるが，縄篝案挺も

とづい･こ,予定簿を編成している事業は収鐸業だけ壱
あって，この事業に於ても数斌に､つ､諏ては経営案を尊重
し，その制約をうけているが,処分金額は経濱界の変動
があるとはいえ全然考慮がばらｵうれていない'殊涯経営
の損益を交配する直営伐採事梁は，費材は収塞華よ
り是の儘移記さ細亡いるので，経営案の制約を間接的に
はうけている漆，侭係，趣材その他に委す悉諸経菱腫つ
いては，経営案の計画とはなんら対照寸ることなく′分
期間の収譜生に対する増減関係の調整は,予定簿編旗造
全然無霞心に扱永嵐'Lている。このことはひとり直識謡

編成の主力をそそぎ,事業計画はややもすればおろそか
となづて,概略の計画で説明している傾向がある。もっ

とも経営案の編成には,調査員数乏昌経費の制限をうける
と同時に，事業計画の尺度となる作業種類毎の標準功程

が現在確立していないため,諸般にわたる糖度の高い経
営案鐙期待するのぱ，現在の情勢に於ては相当無理な要

求そあるが，標準功程は目下監査課で調査を進め，明年

度あるいは明後年度槌作業種類毎の功程がある程度確立

するので，この点は別として，これ以外の謹件を排除

して，実行に信頼おける事業計画を樹てるたあには，営

林局の計画課員の大部分を営林署に配属し，常に現地の

実態調査に専念せしめて，編成潮には営林屠長はその資

料にもとづいて経営案を編成し，営林局の計画課は数名

の課員にとどめて』.署長の編成した経鴬案を審査指導す
る機関とし，箸議会に於て識目･させるのが合理的壱あ為

と考える。

4．収益計算

林業の収益は二つの部門に分けて考えられる。その一

つば育成部門の収益であり，他の一つは生産部門の収益
である。前者は蓄積の生長によって生ずる生長量の収益

であるが，この生長量は蓄積,即ち，林木資産に対;-ろ
利率であって，製冷な程生長率は大である力剰用価値は

減少し，老令になる腫従って利用価値は大となる雛生長

率は減少する。育成部門に於ける林業の収支は，要求す

る利率の大小によって損益ガ竈霞り，一殻経済界の利率
窪期待するなら“目当困難であるが,この部門の生長価
を更に価値づけて収益蓮あげるものは生瀧部門である。

事業計画に於鍾生産に裏する最低経費と，費艤を維持
する造林数,及び経営上必要な諸施設の維持修理鐙,並
びにその他諸支出経費の総計額を，販売事業計画の収入

額と比較検討し，紳業に於ほる損益の潮間限定は，経営

案の分期間であるので，第一分掬の損益を明かにすると

同時腰,蔭営伐採事業を主とした場合と，これに費産維
持修理識を加算した堵会,更j逗繊費を加算した場合の

損益分岐点を蝉出し，利益発生葦毛の生産数穀， ある

いは表出経識を明示して，経営の目標を明かにすると共
に,収益上に於ても事鰄鐙統制を図る主5計画すべ

きであろう。

次に凝産関係の価絡撒蛎かと癒り，継営経擬と収入關
係が計画されれば，これにもとづく見込貸借対照表と見
込損益計算書を作製し,損益の発生とその原因を明かに
し，俊借対照表の固定隻産'零ついては,,その活用度であ
る回転率がどれ程に廻っているか，またこの盗産の拡張
計画は，販売高に比較して均衡を保っているか，費金は

いずれの費源より支出すべきか，過大授費の有無の関係
詮明かにし，資本活動とLて自己奏本及び総資本の回転

偽
。－
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細田：国有林の企業合理化について
－－

事業の象ならず造林』種苗,版売,掬菖,その他の事業 、は,読争公売,指名公売‘随意契約の三つの方法によつ
に於ても全く同一であって，特に林道事業に於ては，施 で販売され,その割合ば不明であるが，販売の相手方は
設終了と同時に運搬物件が殆んどなかったり，あるいは 大部分木材,製材業者であって，一般国民には趨喪販売
2～3年繊で伐採が終了するような事実がたまたまみう さ説ることば殆んどゑあたらない現伏である。

、

けられるが，これ等の事柄は分期間の伐採愚と，これに 林政が統一され，御料林，道有林が国有林に合併さ

伴う事業分鐙の有機的関連を充分把握しないで，その年 れ，国宥林の経営方針が，経営規程第1条に明示されく
度限りの計画であることと，今日に於ても，いまだに一 いる革新的な思想に関迩陸しあて，製品を処分する相手
股会計当時の予算淡得主義の惰性が，予定簿編成上の欠 方を考えるならぽ，国有林は国民力滅宥者である以上，
陥となってあらわれたものではなかろうか。 ‐ その恩恵は国民大衆に及ぼす方法でなければならないで

＝

国有林事業は，季節的に左右される事業が多く勉一定 ある5°従って,生産製品の半数は,直営の製材によつ
の労務者を雇傭して，各頚業遼系統的に統一した計画を て更に加工し，国民大衆が直接使用出来るようにして，
もって実行することは相当困難な実情にあるが,事業の 営林署の販売課及びその所在地以外の重要都市に直営の
性質より考えれば,いずれの事業にしても相当の技術と 販売機調鍛置して,小売販売を実施し,蝕消避者の
経験を必要とするものであるため,一髭の労務者を総統 便益を図るべきである。 この場合木材及び製材業者よ
的に雇傭して,出来るだけ季節を利用し計画的に実行す り,民間企業を圧迫するものと批判瀧受ける恐れはある
るのが閉要であろう。たとえば,直営伐採事業勃蝿綾的 が,民間企業の利潤追求をある程度抑制し，国有林本来
少く，5~6ケ月間"ご事業が終了するようなところは，造 の使命の一つである価格調整の役割左，小売販売に於て
林事業と組合せ，あるいは林道頚業の実行計画があ,る場 果すと共に国民大衆の経済生活に寄与すべきである。こ
合は，その方面に振向けること等’事業を季節的に計画 の場合小売販売の価格の範囲は，民間業者の販売価絡よ
して，一定の労務者数を年中使用出来るようにすれば， り常に幾分下廻るものとし，民間事業を阻害するが如き
能率の増進は勿論,技術の向上，労働関係の諸問題も一 低価格は絶対に避けるべきであるが，価格算定の基灌
鷲驚藍謝垂裡出轌鴬竺率営誕-章龍 ’品'公企業楚ある官庁企熱して臆民間企業と塁'底
営伐採事業が多趣であって,事業洞”激個所以上に散 り,利潤遼追求する必要がないので,費用補髄の原恥こ
在している場合は，全部の個所詮同時に着手す-ることな よって決定すべきもので，このことは価楕面に於ける姿
く，一方から順次に事業を進め，次々と完了すれば1人一 共性ともいうべきものであろう。
童たは2人の外勤職員と，一定数の労務者が年中無駄な 菱用補擬の原則腰よる価格算定基準は，利潤がその価

<使用出来るであろうし,保線事業も事業完了次第次身 格のなかに含まれないため，一段民聞企業より幾用が同
に移動すれば,全線に保線夫遼配置する必要なく，その じであれば当然安くなる性質のものであると考えられる
個所の事業期間だけ勤務すれば目的を達することが田 が,しかし一面に雄ては,民間費本が出来ないこと詮国
来，降雪地に於ては，蔵雪を利用するのも一方法であつ の資本が行うのであるから，たとえ能率が同じであって
て，土慰運材より雪擢運材は一般に経識箇窪<綱来あが も，他の面に於て費用が多くかかる条件があるので，利
る傾向より，夏季間澪～秋まで）は専ら伐木造材を行 潤を力蝉しなくとも民間企業より価緒勃竣<なるとは限
い，穣雪を禾蛎して森鉄端までの林地運材を冬季に行 らないであろう。
い，翌春消雪を待って森鉄迩材を行えば，相当の経費が 費用補徽経済は，予算より能率があがり，余剰が出た
節約出来るものと考え.られる｡最近林業の機綱こによつ 場合ば，能率利潤の形として現おれ,ることはいう瀧でも
て集材器力湘当各地で矛順化されているが,この集材器 なく，この能率によって,価淵調整の基準となすべきで
の利用出来る有効限界は,機械の規模と現地の状況にも ある｡しかし,能率の向上といっても,これ艇は一定の
よるが》大体一事業個所の生産石数が1万石位であると 限度があるので，この限度の費用が調整価絡あるいは民
聞いているので，それ以下の場合は稜雪を利用する運材 間企業の販売価絡以上になった場合は，その差額は一般
等が有利でなかろうか。 会計茜輪瀕すべきである。

次に販売事業についてであるが,現在林産物の販売は Ⅵ経営監査
立ｵ拠分と,製品処分の二つの方法がとられ, その処 龍鼈親潅鐸10条淀「国有林については，その鐡兄及

分内容は,随意契約と競争契約によって販売されている ひ零業D進行状況を明らか糎しその進歩』改善及び経営
が,立木処分は国有林経営上地元町村,特に地元部落の の合遷化を図るため,事業の照査及び指導を行い，且つ
ため必要欠くべからざるものであって，その数騒も極め 事業統計を作らなければ液らな､,」 と定められている
て僅少であるため，一応考慮の対照外とし，製品処分 が，これを実施する組織上の機関は，この規程が適用さ
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細田：国言林の企業合理化について

れた翌年，昭和24年6月，経営部の所属課として照査

課力穀定され，その後昭和27年8月，農林省の組織規

程の一部改正によ､って，照査課が廃止され’監査課が置

かれることになった｡これによって国有林縫営@海部監
査ともいうべき監査制度が確立され'経営の合理化斌具

一

体的に実施される運びとなったが’その方法について

は，過日監査課長会議で各局の意見力謎くられ，これに

もとづいて監査鏡程力泣案されていろと聞いている添’

その目的とするところ鮭』国有林事業及び会計,経理の

実態を綜合的に正確涯把握し'これ等の適否を考査して’

経営本来の目的達成のため経営方針,その方法'あるい
は経謎の節約等に於て経営上不適当な点’改善を要すべ

き点等,経営活動の全領域にわたって，内容を究明する

と共に,"併遥て之等の結果を批判することであろう。

従って，この目的にもとづいて監霊実施するには′

書類と現地について主として実行成績を対照とするもの

であることはいうまでもないが’この結果を予算編成の

面に直接とりいれることを忘れてはならない。

国有林の経営業務は，組織規程にもとづいてそれぞれ

業務が分担され，その分野に於ては，専門的癒学識と技

術をもつく合理的に運営されて’極めて摩な成績をあ

げているものと考えるが，これ護綜合的に統一して′経

営全般にわたる合理化を担当する機関勧輔識上かけてい

たためっ特目絵計としてもっとも有効な手段である予算

統制が行われていなかったものである。

今回監査課が設置されたことによって′監査による批

判を予蝉面に折込むことと，経営合理化の実現を図ろも

つとも適切な管理方式として，予猟統制の業務急当然担

当されるものであろうと予想していたが’監査溌程案を

みれば，この点条分のなかに成文化されていないのは’

監査による批判だけにとどめ，この活用を消函とした片

手落の感力報い。

監査種類については，監査規程案によれば，業務監査

と会計監査の二つに分けられ,業務監査は,更に経営管
理と経営能率について行う．ものとして’前者は合理性と

能詞生について監査し，後者は個別業務と総合的経営活

動について監査するものとしている。会計監査は，財務

監査と原価監査に分け，前者は財務諸表の計理′金銭の

収交，保管,物品の購買，出納，保管'処分’財産の駁

得，維持,原価償却の適否を監査し’後者は原価計算計

理，仕掛品の現在高等の適否とその当否を監査するもの

としていあ。

このような監査は具体的に如何なる方法によって実施

するか,その方法については目下究明中であろうと職つ
れるが，その一つとして考えられることは，経営案の編

成内饗に「前案実行経過とその批判」の裏目があるの

で，この部門をとりあげて監査すべきでなかろうか，現

在の経営案では，指定鐙と実行鯉の数鷲を百分率で比較

した捲けであって，経営管理の合理性と能率性あるいは

財務諸表，原価計算の言睡については殆んど批判が行わ

れていない実情である。従って，国有林の損益の期間限

定は経営案の分期間であるので，第一分期の実行成績を

監査し,その批判を新らしい経営案に折込み,計画と実
行を有機的に関連をしめて経営の合理化詮図るには，経

営案の綴成と同一年度に監査を実施するの力鐙適の方法

であると考える。

Ⅶ結 び

以上国有林の企業を合理化する主なる点について述べ

たが，国有林の経営には，公共性ど企業性の二つの使命

が負荷されているので》この調整を図って経営の目的を

達成するためには,周企業の所属を明かにし，公鐸であ

ることを前提として，しかも，その経営形態は，経済事

業態として自主的に活動出来ることを条件とした，官庁

企業がその性質に最適であると考える。
従って，このよ5な経済計算単位に於て合理化を図る

重要な点は，経営案即ち計画と実行であって，その二つ

を有機的に関連せしめるもの催監査である。計画上に於

て･早急合理化を要するものには，林地林木質産の評価と

生長通の増大を図る樹種，作業種，伐期令の経済的観点

からの比較検討,森林の物理敵J機能を維持する森秣経理
方式の確立，実行し得る正確な事業計画の樹立と，収益

計算等で，実行4blこ於ては，経営案と毎年度の予定簿編

成及び各蕊業間の関連性,労務者の築約利用と技術の,向

上，自然条件による事業形態の改善，国民生活に直接便

益を与える販売管理等が考えられ，艦査は計画と実行上

の諸般の業務を綜合的に標準化し,実行上の不合理を計

画に於て是正し，是正された計画にもとづいて実行力装

全に行われるべきことであって，計画一実行一監査は常

に密接な関連のもとに，三者一体となって経営にあたる

ことが合理化の秘訣であろう。

以上浅学詮省み』ず私見を述べ諸擾の御教導をお願いす

．る次第であります。
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第5回懸賞論丈募集要綱
I 論 題 〃

次の2題のうちから自由に選択すること。

（1）林業会団の鰻化方策篭論ず
わが国の林業会団は，中央に事務所を諸<ものだけでも，その数50に及び，地方所在のものを合巷れぱ,枚

挙に暇のない程多数である。

これ等の会団はそれぞれ特異の性格使命を有し，それぞれの立場に霊いて,林業に寄与しているが,他面余り
にもその数が多く，従つで各個の会団が弱小化されていることは免れない事実である。

また’種々なる会団に関係をもつ会員iことってば，負担の増大と共潅，加盟の去就に迷わしめられるなど，多
くの渕索が実在する。

このよ5な嫌相は，林業界の大きな盲点であるといえるである5。
これ等林業会団の整備強化が唱えらｵ蝿ことは既に久しいが,その具現方策を開陳するも域ま少い。
前回も懸賞論文の課題として本題を掲げたが,応蘇は皆無姪あった。
果して現状を自然推移に委せてよろしいのか,あるし､は整備強化を図るべきであるか,または別途の構想で強

化すべきであるか。

これ等の見透しや具体策について，再び世の識者に問いたい所以である。
②わが国国有林の本質を論ず

森林法の改正瞳より，森林計画の樹立浜もとずく国有林民有林の総合謡整の推進を見,また林野整備の実施保
安林整備計画の策立,地元施設等,国有群と民有林の近接･交流惑罐識施策のいろいろの面に現われつつある。

な謡一部には国有林の解放を論警られ，あるいは，国有林経営の企業形態について，論議力羅けられている
など国有林澄めぐる問題は,非常に複雑であって，国有林･民有林の間庭一線を劃することが極めて困難になっ
て来た感添ある。

この時代において〃わが国国有林のあり方を再枕討し，その本質左究明することは緊切なる重大問題歪ある。
近代的感覚にもとづく環境の探索吟味から出発して，あらゆ馬角度力静ら忌輝ない所論を発表巷られたい。

2入選及び賞

特賞農林大臣賞(副賞10曇000門）’名
r席林野庁長官徴（副賞8,000円）2名

（以上申請中）

'席林業技術協会賞（副徴4,000R)3名
佳作賞 品 若干名

但じ各課題毎に入選及び賞を決めるのではなく，応募論交全部の中から審査Lて石の入選者を決めるものとする。又各席に
該当するも唖がなし鰯合は空席とすることがある。

3募集規定
◇応募者の資格は限定しない。
◇論丈廻大きさは一題について2万字（“0字詰原稿用紙50枚）以内とする。
◇論文には別に要旨を記した梗概（800字程度）及び略歴を必ず添付すること。
◇f人で2題に応募することは差麦ない。
◇募集締切期日昭和29年9月末日

◇論女送荷先東京都千代田区六番町七番地日本林業技術協会
◇応募澤意 （ｲ）封筒の表紙に｢懸賞論文」と朱醤すること。（官）封筒及び論文には必ず住所氏名を明記

すること。（ハ）応諜諭女は未発表のものであること。（二）応募論文は返還しない。（誌>ス選論文の版
権は本会に帰属するものとする。

4審査員 （委賦中）

《
産
一

Ⅱ

一

や

〃

｛
一

審査長林野庁長官柴田 栄氏

審査員林野庁桃政部長幸田午六氏
林野庁業務部長石谷憲男氏
東京大学教授島田錦蔵氏
東京大学識肺野村進行氏

林業技術協会理事長種川恭佐氏

東京大学教授島田錦蔵氏

～

林野庁指導部長

林業試験場長

藤
大

村重任氏

政正隆氏
田吉雄氏

木義夫氏

参議院専門委員倉田吉雄氏
東京大学識肺野村進行氏 元林野庁業務部長佐木義夫氏

林業撲術協会理事長極jII恭佐氏

発表及び表彰 ．
（イ）審査の結果ば「制錐鐡f」誌上に発表すると共に入選者に通知する。 、

(1ｺ〉ス篭論丈は適宜｢林業技細誌上に掲載する。

昭和29年3月 ！ 重 催 社団法人日本林業技術協会

後援 農 林 省

5
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第3回林業篇眞。 作品募集要綱ソクーノレ

I 題 材

I森林または泳業を主題とした活ける場面』

われわれの職場に龍いて,万物生成発展のひ吃辺めき迩捉らえて;動的な森林,霞たは林業をあら』わした写真作
品を鐸3-る。

茂り栄える森林の相観,森制地帯の気象の変化‘地質受動などの様相,森林･工場・苗畑などにおける働く人
人,林野野生動物の生態森林地帯の観光･休養風景などその一例である。奮って出品を乞う。

2入選及び賞

特選 農林大臣賞 （副賞5,000円） 1点
1席 林野庁長官賞 ．（副賞3』000門） 3点

（以上申請中）
2席 凋藻技術協会賞 （副賞2,000門） 5点
3‐席 賞金1,000円 10点
佳作 賞 品 50点

但し各席に該当作噸がない場合は空席とずることがある。
3募集規定

◇応蕊麓賂は限定し恥い°

◇写真の大きさ 四ツ切以上に引伸したもの
◇締切期日 昭和29年8月末日

．◇送付先東京都千代田区六番町七番地日本林業技術協会
◇応募注意

（イ） 1人で応募する枚数に制限は浦'､。

（ﾛ）応募作品は昭和28年9月｡1日以降に撮影したもので未易譲むものであること。
（ﾊ）底範囲に応募者を求めたいことと，技術Zk準の向上を期待するため,応蕊作品ぱ支部,分会にお

いで予選したものであることを原則とする。但し個為の出耀も拒まない。
（二）作品ゐ裏面には次の事項を明記号-ること。

1、題 名

2．題材の内容について簡単な説明

ざ撮影年月日
，4．撮影の場所

5．応募者の住所,職業,氏名
6．其の他参考事項があれば附記せられ度い°，

（ホ）封筒の表紙に鵬賞写真』と朱書ずるこ･と。

（へ）応募作鼎は返却しない。 ‐-．
（1,）応募作品の展捻，発表の権利は本会に帰属するものと､すkる°

4審査 員 （委蛎中）

写真の権威者塚本閤治氏 農林省光画会副会長 石川東吾氏
株野庁林政課長 臼井俊郎氏 林野庁研究普及課長原 忠平氏
日本林業技術協会常務理蕊会

5発表及び表彰
審査の結果は齢騨澗剛に発表する。．

a展覧会

穴選作品は中央及び地方に於て展覧会堂開催する。

昭和29年3月

菫催 社団法人日本林業技術協会
後 援 農 林 省

協賛 財団法人林野共済会

昭和29年4月10日発行 倒西60円
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麹
島 村 芳 三取締役祗長

本社

支店

工場

東京都千代田区亦樂町1の8（國雛ピル）

大 阪 市 ・ 札 幌 市

旭川工場 ． 勇沸工場

ー

｜訂 分擴標準林学講義執筆博士蝋喜圭:言鱸圭:喜墨薑圭I 正
大政博士･小島博士･藤林博士

A5型910頁価650円⑦65円
櫻井博士･伊藤博士

三浦博士外10名協力作 林 中村賢太郎(25頁）改喜 園 小寺駿害(25頁）

林業実驍と実習訂撫:蝋窒熱鵜
改

發証5 灘f職"譽‘；難鵜來：防エ事 “頁）
吉田博士著林債算法及較利學価230円
吉岡博士著爵理論森林經理學価480円
中村鮴士著育林學原論価400円

中村坤士著翌造林学臆想価300円
島田鯨士著アメリカ林業發展史価'50円
島田坤士箸林業簿記及收盆評定論価200円

広江文彦著宣十觜理想の小住宅鑿議繊

井上輝士箸林業害虫防除論圭菫揺珊
内田博士著實用醗測量法価120円

北島博士零欝冒震猛悪震緬'50円
岩出亥之助著蕊椎茸培養法価'50円

島田博士著箪士士"け議蝿呼更鳶訂難:林政学概要綴難
－送料各65～80円一
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